
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｂ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

（ＡＢ組：田鹿　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

現代の国語
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して国語で正確に理解し効果的に表現する資
質・能力を育成することを目指す。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校　現代の国語（第一学習社）

国語
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して国語で正確に理解し効果的に表現する資
質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚や態
度を養う。

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けてい
る。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読む
こと」の各領域において、論理的に考える力や深
く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、
他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の
思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、も
のの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言
葉がもつ価値への認識を深めようとしているととも
に、読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の
言語文化の担い手としての自覚をもとうとしてい
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

単元「『生きもの』として生き
る」
【知識及び技能】
常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えが的確に伝わるよう
に、根拠の示し方を工夫する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと

○ ○

・文章構成について理解を深めている。
・「書くこと」において、自分の考えが的
確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕
方を考えるとともに、表現の仕方を工夫し
ている。
・自分の意見や考えを論述するために、文
章の内容や構成、論理の展開の仕方などを
積極的に捉えようとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○

○

○ ○

○ 4

単元「羅生門」
【知識及び技能】
常用漢字の読みに慣れ、主な常用
漢字を書き、日常生活の中で使用
する。
【思考力、判断力、表現力等】
ものの見方や捉え方について述べ
た文章を読み、自分の意見や考え
を論述する。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の提案する人間の生き方につ
いて、文章構成をもとに把握し、
自分に照らして考えを深める。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと

○一人１台端末の活用し論述す
る。

○

・実社会において理解したり表現したりす
るために必要な語句の量を増すとともに、
語句や語彙の構造や特色、用法及び表記の
仕方などを理解し、話や文章の中で使うこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。
・「書くこと」において、自分の考えが的
確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕
方を考えるとともに、表現の仕方を工夫し
ている。
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉
え、学習課題に沿ってまとめようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

1

単元「水の東西」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かに
する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと

○ ○

・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて理解している。
・「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。
・情報と情報を対比させながら展開する評
論を粘り強く読み、学習課題に沿って論理
の展開を分析しようとしている。

○

○ 6

○ ○ 4

単元「『間』の感覚」
【知識及び技能】
ある事柄を説明しようとすると
き、別のものと比較することで、
その特徴が相手に伝わりやすくな
ることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えが的確に伝わるよう
に、根拠の示し方を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
文章に含まれている情報を相互に
関係づけながら、内容を解釈す
る。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと

○一人１台端末の活用し論述す
る。 ○

・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて理解している。
・「書くこと」において、自分の考えが的
確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕
方を考えるとともに、表現の仕方を工夫し
ている。
・自分の意見や考えを論述するために、文
章の内容や構成、論理の展開の仕方などを
積極的に捉えようとしている。

○

1

定期考査



○ ○ ○ ○

○ ○

２
学
期

単元「無彩の色」
【知識及び技能】
常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
ネズミ色のイメージをマイナスか
らプラスに転じる論展開と、筆者
が論拠としてあげる事例を把握す
る。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと

○ ○

・主張と論拠など情報と情報との関係につ
いて理解している。
・「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。
・例示された個別の情報を具体的に検証
し、筆者の考えとの関係を説明しようとし
ている。 ○ ○ ○ 8

単元「鏡」
【知識及び技能】
比喩や言い換えなどの修辞を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
非日常性を持った世界において、
「自分」は何を判断の根拠として
いるかを読み解くなどして、自分
の意見や考えを論述する。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えや事柄が的確に伝わる
ように、根拠の示し方や説明の仕
方を工夫する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと

○一人１台端末の活用し論述す
る。

・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて理解している。
・「書くこと」において、読み手の理解が
得られるよう、情報の分量や重要度などを
考えて、文章の構成や展開を工夫してい
る。
・自分の意見や考えを論述するために、文
章の内容や構成、論理の展開の仕方などを
積極的に捉えようとしている。 12

○ ○ 1

単元「論理分析」
【知識及び技能】
常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報操作の具体例を通して筆者が
提起する課題を理解し、メディア
社会に生きる者として問題意識を
持つ。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと

・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて理解している。
・「読むこと」において、文章の種類を踏
まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握している。
・粘り強く本文の構成と論理の展開を捉
え、学習課題に沿ってまとめようとしてい
る。

8

定期考査

○ ○ 1

定期考査

・文章の効果的な組立て方や接続の仕方に
ついて理解している。
「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把
握している。
・対比による推論を叙述を基に理解し、学
習課題に従って要旨をまとめようとしてい
る。

○ ○ 1

単元「『私作り』とプライバ
シー」
【知識及び技能】
常用漢字を文や文章の中で活用す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に
捉え、要旨を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
具体的事例から一般論への展開
と、対比の構造とを手がかりとし
て、近代化と時間の合理性との関
係を理解する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・書くこと
・読むこと

○ ○ ○ 5

３
学
期

○ ○

合計

70

○ ○ ○ 6

定期考査

単元「主張と反論」
【知識及び技能】
自分の意見を大勢の聞き手にわか
りやすく伝えるスピーチの方法を
理解し、実践する。
【思考力、判断力、表現力等】
相手・目的・場面に応じた言葉遣
いを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
相手により伝わりやすい表現方法
を理解する。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
＜思考・判断・表現＞
・話すこと聞くこと

○

・話し言葉の特徴や役割、表現の特色を踏
まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬
意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣い
について理解を深め使っている。
・「話すこと・聞くこと」において、目的
や場に応じて、実社会の中から適切な話題
を決め、様々な観点から情報を収集、整理
して、伝え合う内容を検討している。
・今までの学習を生かして相手・目的・場
面を考慮し、積極的にプレゼンテーション
を行おうとしている。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・
聞 書 読

１
学
期

（　AB組：竹内 田鹿 須賀　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

高等学校　言語文化（第一学習社）

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けるとともに，我が国
の言語文化に対する理解を深めることができ
るようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし，他者との
関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることができる
ようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
生涯にわたって読書に親しみ自己を
向上させ，我が国の言語文化の担い手として
の自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関
わろうとする態度を養う。

思 態
配当
時数

単元 「児のそら寝」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かに
し、主として歴史的仮名遣いや古
今異義語について、文語のきまり
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　古典の文章に慣れるとともに、
現代に通じる話のおもしろさや人
間描写の巧みさを知る。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に説話を読み味わい、互い
に話のおもしろさを伝え合おうと
している。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

〇

・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉え、作品に表れているものの
見方や考え方を捉え、内容を解釈している。
・積極的に説話を読み味わい、互いに話のお
もしろさを伝え合おうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

国語 言語文化
国語 言語文化 2

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して国語で正確に理解し効果的に表現す
る資質・能力を育成することを目指す。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

国語
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して国語で正確に理解し効果的に表現す

る資質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉の持つ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚や態度を
養う。

言語文化 の目標：

領域
評価規準 知

○ ○ ○ 4

単元「絵仏師良秀」
【知識及び技能】
　語句の量を増やし、語彙を豊か
にし、主として品詞の種類につい
て、文語のきまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
古典の文章に慣れるとともに、古
文における人物造形のおもしろさ
を読み取る。また説話から良秀の
特異な言動を読み取り、内容や展
開を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に説話を読み、叙述に基づ
いて人物造形のおもしろさを捉え
ようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

〇

・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉え、作品に表れているものの
見方や考え方を捉え、内容を解釈している。
・積極的に説話を読み、叙述に基づいて人物
造形のおもしろさを捉えようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

5

単元「なよ竹のかぐや姫」
【知識及び技能】
　語句の量を増やし、語彙を豊か
にし、古語辞典の引き方に慣れ、
主として活用について、文語のき
まりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
古典特有の世界観に慣れるととも
に、千年以上前に作られた物語が
現代まで継承されていることを知
る。
また伝奇的作り物語という文章の
種類を踏まえて、内容や展開を的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
初期仮名物語に積極的に親しみ、
学習課題に沿って伝奇性や心情描
写の特色を捉えようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

○

・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている
・作り物語という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉え、作品に表れているも
のの見方や考え方を捉え、内容を解釈してい
る
・初期仮名物語に積極的に親しみ、学習課題
に沿って伝奇性や心情描写の特色を捉えよう
としている。

○ ○ ○



〇 〇 〇 〇

１
学
期

２
学
期

○ ○

単元『伊勢物語』「芥川」
【知識及び技能】
　語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。また「歴史の窓」と「筒
井筒」の課題を踏まえて、作品の
歴史的・文化的背景を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
話の中で和歌が果たしている役割
を押さえ、歌物語の特徴と読み解
き方を、歌物語では感動の中心が
歌にあることを理解し、内容や展
開を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
歌物語に積極的に親しみ、学習課
題に沿って和歌の果たす意味を捉
えようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

○

・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている。
・説話という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉え、作品に表れているものの
見方や考え方を捉え、内容を解釈している。
・積極的に説話を読み味わい、互いに話のお
もしろさを伝え合おうとしている。
・歌物語という文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉え、作品に表れているもの
の見方や考え方を捉え、内容を解釈してい
る。
・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿っ
て和歌の果たす意味を捉えようとしている。

○ ○ ○ 10

〇

・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている
・日記という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉え、作品に表れているものの
見方や考え方を捉え、内容を解釈している。
・学習の見通しをもって虚構性の高い日記を
読み、執筆意図などについて積極的に批評し
たり討論したりしようとしている。

〇 〇 〇

1

単元 『枕草子』
【知識及び技能】
作品の歴史的・文化的背景を理解
し、主として助動詞について、文
語のきまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　自由に記述された随筆を読ん
で、当時の人々の生活感覚や興味
の対象を知り、ものの見方・考え
方を理解する。また自由な文体の
随筆という文章の種類を踏まえ
て、内容や展開を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
学習の見通しをもって随筆のさま
ざまな文体や取り上げられた対象
に触れ、進んで解釈を深めようと
している。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

○

・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている。
・随筆という文章の種類を踏まえて、内容や
展開を的確に捉え、作品に表れているものの
見方や考え方を捉え、内容を解釈している
・学習の見通しをもって随筆のさまざまな文
体や取り上げられた対象に触れ、進んで解釈
を深めようとしている

〇 〇 〇 10

定期考査

7

定期考査
〇 〇 1

単元 漢文の学習　訓読に親しむ
【知識及び技能】
　我が国の文化と外国の文化との
関係について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・漢文を訓読するための基礎知識
として、返り点の種類と使い方を
習得する。
・漢文を訓読するための基礎知識
として、助字のはたらきと意味を
習得する。
・漢文を訓読するための基礎知識
として、再読文字の種類と読み方
を習得する。
【学びに向かう力、人間性等】
れからの学習に見通しをもって、
漢文訓読の基礎知識を積極的に身
につけようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と
外国の文化との関係について理解している。
・漢文を訓読するための基礎知識として、返
り点の種類と使い方、助字のはたらきと意
味、再読文字の種類と読み方を習得してい
る。
・これからの学習に見通しをもって、漢文訓
読の基礎知識を積極的に身につけようとして
いる

6

単元 『土佐日記』「門出」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かに
し、主として助詞について文語の
きまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
我が国最初の日記文学を読んで、
記録としての日記とは異なる表現
方法と随筆意図を読み解く。
また女性に仮託して書かれた日記
という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉える
【学びに向かう力、人間性等】
学習の見通しをもって虚構性の高
い日記を読み、執筆意図などにつ
いて積極的に批評したり討論した
りしようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと



２
学
期

〇 〇 〇 〇 5

定期考査

３
学
期

単元 『徒然草』「ある人、弓を射
ることを習ふに」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かに
し作品の歴史的・文化的背景を理
解する。
また主として敬語について文語の
きまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
『枕草子』とは異なる思索的な随
筆を読んで、作者の批判的精神が
提示する事柄を具体的に読み解
く。
さまざまな文体を駆使した随筆と
いう文章の種類を踏まえて、内容
や展開を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
随筆の内容・構成などを粘り強く
把握し、学習課題に沿って説明し
ようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

〇

単元 『故事成語』「蛇足」
【知識及び技能】

作品の歴史的・文化的背景を理解
する

また故事成語の由来となった話を
読み、古典の言葉と現代の言葉と
のつながりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】

文章の種類を踏まえて、たとえ話
を読み解き、内容や展開を的確に

捉える。
作品に表れているものの見方や考

え方を捉え、内容を解釈する
【学びに向かう力、人間性等】

故事成語の由来となった話を積極
的に読み、わかった内容を工夫し

てまとめようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と
外国の文化との関係について理解している。
・漢文の訓読に慣れるとともに、現在使われ
ている言葉が漢文に由来することを理解して
いる
・故事成語の由来となった話を積極的に読
み、わかった内容を工夫してまとめようとし
ている。

定期考査

6

単元 『平家物語』「木曽の最後」
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かに
し、「古典のしるべ」と読み合わ
せて、歴史的な文体の変化につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
合戦を主題とした文学作品を読
み、争いを背景として生まれた思
想や人間のありようを知る。
また軍記物語という文章の種類を
踏まえて、内容や展開を的確に捉
える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に表れている無常観を粘り強
く読み取り、自分の考えを広げた
り深めたりしようとしている。

＜知識及び技能＞
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
＜思考・判断・表現＞
・読むこと

〇

〇 〇 1

・古典を読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現、時間の経過などによる言葉の
変化について理解を深めている。
・『枕草子』とは異なる思索的な随筆を読ん
で、作者の批評的精神が提示する事柄を具体
的に読み解いている。
・本文中に表れた作者の批評・教訓・感動な
どを積極的に読み取り、考えたことを伝え合
おうとしている。

〇 〇 〇

70

〇 〇 1

合計

・典を読むために必要な文語のきまりや古典
特有の表現、時間の経過などによる言葉の変

化について理解を深めている
・軍記物語という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉え、作品に表れているも
のの見方や考え方を捉え、内容を解釈してい

る
・作品に表れている無常観を粘り強く読み取
り、自分の考えを広げたり深めたりしようと

している。
〇 〇 〇 6



週ごとの指導計画（単元指導計画）　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科の目標：

科目 の目標：

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

発展：大井　、　標準：久保　、　基礎：西山

【学びに向かう力、人間性等】 数学のよさを認識し、それらを積極的に活用して数学的論拠に基づいて判断する態度を育てる。

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅰ　Standard　　東京書籍

数学Ⅰ　WRITE

【知識、技能等】 基本的な概念・原理・法則を体系的に理解し、事象を数学的に表現・処理する技能を身に着けさせる。

【思考力、判断力、表現力等】 事象を数学的に考察し表現する能力を高め、創造性の基礎を養う。

数と式、図形と計量、2次関数及びデータの分析に
ついての基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに、事象を数学化したり、数学的に
解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能
を身につけるようにする。

命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみ
たり目的に応じて適切に変形したりする力、図形
の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量
について論理的に考察し表現する力、関数関係に
着目し、事象を的確に表現してその特徴を表、
式、グラフを相互に関連付けて考察する力、社会
の事象などから設定した問題について、データの
散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手
法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解
決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする
力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改善したりし
ようとする態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

1章　数と式
【知識及び技能】
・数を実数まで拡張する意義を理解する
とともに、簡単な無理数の計算をするこ
とができるようにする。
・2次の乗法公式や因数分解の公式を適
切に用いて計算をするようにする。
・不等式の解の意味や不等式の性質につ
いて理解するとともに、1次不等式の解
を求めることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題を解決する際に、既に学習した計
算の方法関連付けて、式を多面的に捉え
たり目的に応じて適切に変形したりする
力を養う。
・1次方程式を解く方法や不等式の性質
を基に1次不等式を解く方法を考察する
ことができるようにする。
・日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え、1次不等式を問題解決に活用す
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数と式の考えを用いて考察する
よさを認識し、問題解決にそれらを活用
しようとしたり、粘り強く考え数学的論
拠に基づき判断しようとしたりする態度
を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりする態度を養
う。

・指導事項
1節　式の計算
１　展開
２　因数分解
2節　実数
１　実数
２　根号を含む式の計算
3節　1次不等式
１　不等式と1次不等式
２　不等式の応用

・教材
教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・数を実数まで拡張する意義を理解するとと
もに、簡単な無理数の計算をすることができ
る。
・2次の乗法公式や因数分解の公式を適切に用
いて計算をすることができる。
・不等式の解の意味や不等式の性質について
理解するとともに、1次不等式の解を求めるこ
とができる。

【思考・判断・表現】
・問題を解決する際に、既に学習した計算の
方法関連付けて、式を多面的に捉えたり目的
に応じて適切に変形したりすることができ
る。
・1次方程式を解く方法や不等式の性質を基に
1次不等式を解く方法を考察することができ
る。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え、1次不等式を問題解決に活用することがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数と式の考えを用いて考察するよさ
を認識し、問題解決にそれらを活用しようと
したり、粘り強く考え数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 15

定期考査

12

2章　集合と論証
【知識及び技能】
・集合と命題に関する基本的な概
念を理解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・集合の考えを用いて命題を論理
的に考察し、簡単な命題の証明を
することができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・事象を集合と論証の考えを用い
て考察するよさを認識し、問題解
決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基
づき判断しようとする創造性の基
礎を養う。
・問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり、評価・改善したり
しようとする態度を養う。

・指導事項
1節　集合
１　集合
2節　命題と論証
１　命題と条件
２　論証

・教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・集合と命題に関する基本的な概念を理解し
ている。

【思考・判断・表現】
・集合の考えを用いて命題を論理的に考察
し、簡単な命題の証明をすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を集合と論証の考えを用いて考察する
よさを認識し、問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○



○ ○ 1

1
学
期

3章　2次関数
【知識及び技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特
徴について理解できるようにする。
・2次関数の最大値や最小値を求め
ることができるようにする。
・2次方程式の解と2次関数のグラフ
との関係について理解することがで
きるようにする。
・2次不等式の解と2次関数のグラフ
との関係について理解し、2次関数
のグラフを用いて2次不等式の解を
求められるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・2次関数の式とグラフとの関係の
ついて、コンピュータなどの情報機
器を用いてグラフをかくなどして多
面的に考察することができるように
する。
・２つの数量の関係に着目し、日常
の事象や社会の事象などを数学的に
捉え、問題を解決したり、解決の過
程を振り返って事象の数学的な特徴
や他の事象との関係を考察したりす
ることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・事象を2次関数の考えを用いて考
察するよさを認識し、問題解決にそ
れらを活用しようとしたり、粘り強
く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりする創造性の基礎を養
う。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしよ
うする態度を養う。

・指導事項
1節　2次関数とそのグラフ
１　2次関数
２　2次関数の最大・最小
３　2次関数の決定

・教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特徴につい
て理解している。
・2次関数の最大値や最小値を求めることが
できる。
・2次方程式の解と2次関数のグラフとの関
係について理解している。

【思考・判断・表現】
・2次関数の式とグラフとの関係のついて、
コンピュータなどの情報機器を用いてグラ
フをかくなどして多面的に考察することが
できる。
・２つの数量の関係に着目し、日常の事象
や社会の事象などを数学的に捉え、問題を
解決したり、解決の過程を振り返って事象
の数学的な特徴や他の事象との関係を考察
したりすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を2次関数の考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基
づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしてい
る。

○ ○ ○ 10

定期考査

２
学
期

3章　2次関数
1学期のものと同じ

2節　2次方程式と2次不等式
１　2次関数のグラフとx軸の共有
点
２　2次関数のグラフとx軸の共有
点の個数
３　2次不等式

・教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・2次関数の値の変化やグラフの特徴につい
て理解している。
・2次関数の最大値や最小値を求めることが
できる。
・2次方程式の解と2次関数のグラフとの関
係について理解している。

【思考・判断・表現】
・2次関数の式とグラフとの関係のついて、
コンピュータなどの情報機器を用いてグラ
フをかくなどして多面的に考察することが
できる。
・２つの数量の関係に着目し、日常の事象
や社会の事象などを数学的に捉え、問題を
解決したり、解決の過程を振り返って事象
の数学的な特徴や他の事象との関係を考察
したりすることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を2次関数の考えを用いて考察するよ
さを認識し、問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基
づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしてい
る。

○ ○ ○ 20

定期考査
○ ○ 1



○ 25

定期考査

〇 3

合計

105

○ 15

2
学
期

4章　図形と計量
【知識及び技能】
・鋭角の三角比の意味と相互関係に
ついて理解できるようにする。

・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の
三角比の値を求める方法を理解でき
るようにする。
・正弦定理や余弦定理について三角
形の決定条件や三平方の定理を関連
付けて理できるようにする。
・正弦定理や余弦定理などを用いて
三角形の辺の長さや角の大きさなど
を求めることができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・図形の構成要素間の関係を三角比
を用いて表現し、定理や公式として
導くことができるようにする。
・図形の構成要素間の関係に着目
し、日常の事象や社会の事象などを
数学的に捉え、問題を解決したり、
解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察
したりすることできるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・事象を図形と計量の考えを用いて
考察するよさを認識し、問題解決に
それらを活用しようとしたり、粘り
強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりする態度を養う。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしよ
うとする態度を養う。

1節　鋭角の三角比
１　直角三角形と三角比
２　三角比の相互関係
2節　三角比の拡張
１　三角比と座標
２　三角比の性質
3節　三角形への応用
１正弦定理・余弦定理・面積の公
式
２　空間図形の計量

・教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・鋭角の三角比の意味と相互関係について
理解している。
・三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し
ている。
・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比
の値を求める方法を理解している。
・正弦定理や余弦定理について三角形の決
定条件や三平方の定理を関連付けて理解し
ている。
・正弦定理や余弦定理などを用いて三角形
の辺の長さや角の大きさなどを求めること
ができる。

【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係を三角比を用い
て表現し、定理や公式として導くことがで
きる。
・図形の構成要素間の関係に着目し、日常
の事象や社会の事象などを数学的に捉え、
問題を解決したり、解決の過程を振り返っ
て事象の数学的な特徴や他の事象との関係
を考察したりすることできる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と計量の考えを用いて考察す
るよさを認識し、問題解決にそれらを活用
しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠
に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしてい
る。

○ ○

３
学
期

5章　データの分析
【知識及び技能】
・分散、標準偏差、散布図及び相関
係数の意味やその用い方を理解でき
るようにする。
・コンピュータなどの情報機器を用
いるなどして、データを表やグラフ
に整理したり、分散や標準偏差など
の基本的な統計量を求めたりするこ
とができるようにする。
・具体的な事象において仮説検定の
考え方を理解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・データの散らばり具合や傾向を数
値化する方法を考察することができ
るようにする。
・目的に応じて複数の種類のデータ
を収集し、適切な統計量やグラフ、
手法hなどを選択して分析を行い、
データの傾向を把握して事象の特徴
を表現することができるようにす
る。
・不確実な事象の起こりやすさに着
目し、首長の妥当性について、実験
などを通して判断したり、批判的に
考察したりすることができるように
する。

【学びに向かう力、人間性等】
・事象をデータの分析の考えを用い
て考察するよさを認識し、問題解決
にそれらを活用しようとしたり、粘
り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりする創造性の基礎を
養う。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしよ
うとする態度を養う。

1節　データの分析
１　データの散らばり
２　データの相関
2節　データの分析の応用
１　データの分析を利用した問題
解決
3節　仮説検定の考え方
１　仮説検定の考え方

・教科書、問題集

・一人1台端末の活用　等

【知識・技能】
・分散、標準偏差、散布図及び相関係数の
意味やその用い方を理解している。
・コンピュータなどの情報機器を用いるな
どして、データを表やグラフに整理した
り、分散や標準偏差などの基本的な統計量
を求めたりすることができる。
・具体的な事象において仮説検定の考え方
を理解している。

【思考・判断・表現】
・データの散らばり具合や傾向を数値化す
る方法を考察することができる。
・目的に応じて複数の種類のデータを収集
し、適切な統計量やグラフ、手法hなどを選
択して分析を行い、データの傾向を把握し
て事象の特徴を表現することができる。
・不確実な事象の起こりやすさに着目し、
首長の妥当性について、実験などを通して
判断したり、批判的に考察したりすること
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をデータの分析の考えを用いて考察
するよさを認識し、問題解決にそれらを活
用しようとしたり、粘り強く考え数学的論
拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり、評価・改善したりしようとしてい
る。

○ ○

三角比の総合演習 数学Ⅱの三角関数への拡張を見据
えた総合演習

4章図形と計量に準ずる。
〇 〇

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

外国語 英語コミュニケーションⅠ

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3

LANDMARK Fit English Communication Ⅰ（啓林館）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】

（発展：小安永） （標準：小野） （基礎：横戸） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、目的や場面、状況などに応じ
て適切に活用できる技能を身につけるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

外国語の4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を身に
付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役割な
どを理解している。

場所・目的・状況などに応じて，日常的・社
会的な話題について，情報や考えなどを外国
語で的確に理解したり適切に伝え合ったりし
ている。

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら，外国語で聞いたり，読んだ
りしたことを活用して自分の意見や考えなどを
話したり書いたりして表現しようとしている。

〇

【知識及び技能】
各テーマ別の指導事項について、外国語
の4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
左のテーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日常的・
社会的な話題について，情報や考えなど
を外国語で的確に理解したり適切に伝え
合ったりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
左のテーマ別の指導事項について、他者
を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書
き手に配慮しながら，外国語で聞いた
り，読んだりしたことを活用して自分の
意見や考えなどを話したり書いたりして
表現しようとしている。

○ ○ ○ 15

思 態

配
当
時
数

○ ○ 1

【知識及び技能】
各テーマ別の指導事項について、外国語
の4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日常的・
社会的な話題について，情報や考えなど
を外国語で的確に理解したり適切に伝え
合ったりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項について、他者
を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書
き手に配慮しながら，外国語で聞いた
り，読んだりしたことを活用して自分の
意見や考えなどを話したり書いたりして
表現しようとしている。

○ ○ ○ 20

B 単元
第２章（Lesson3, SDGs01,
Lesson4)
【知識及び技能】
右のテーマ別の指導事項につい
て、外国語の4技能について，実際
のコミュニケーションにおいて活
用できる知識・技能を身に付けて
いる。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項につい
て、場所・目的・状況などに応じ
て，日常的・社会的な話題につい
て，情報や考えなどを外国語で的
確に理解したり適切に伝え合うこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項につい
て、他者を尊重し，聞き手・読み
手・話し手・書き手に配慮しなが
ら，外国語で聞いたり，読んだり
したことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして
表現できる。

・指導事項
1) 世界の制服事情

2) 世界の真実QUIZ

3) 屋久島エコツアーを体験

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇

○ 1
定期考査

○

１
学
期

A 単元
第１章（Preparatory Lesson、
Lesson1, Lesson2)
【知識及び技能】
右のテーマ別の指導事項につい
て、外国語の4技能について，実際
のコミュニケーションにおいて活
用できる知識・技能を身に付けて
いる。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項につい
て、場所・目的・状況などに応じ
て，日常的・社会的な話題につい
て，情報や考えなどを外国語で的
確に理解したり適切に伝え合うこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項につい
て、他者を尊重し，聞き手・読み
手・話し手・書き手に配慮しなが
ら，外国語で聞いたり，読んだり
したことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして
表現できる。

・指導事項
1)〈自己紹介〉
自己紹介をペアやグループで行
う。
2) 新生活での新たな目標の見つけ
方
3) はるかなるカレーの旅

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇

〇

目的や場面、状況などに応じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に
理解したり、表現したり伝えあったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする
態度を養う。



合計

105

２
学
期

C 単元
第３章（Lesson5, Lesson6,
Supplementary Lesson)
【知識及び技能】
右のテーマ別の指導事項につい
て、外国語の4技能について，実際
のコミュニケーションにおいて活
用できる知識・技能を身に付けて
いる。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項につい
て、場所・目的・状況などに応じ
て，日常的・社会的な話題につい
て，情報や考えなどを外国語で的
確に理解したり適切に伝え合うこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項につい
て、他者を尊重し，聞き手・読み
手・話し手・書き手に配慮しなが
ら，外国語で聞いたり，読んだり
したことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして
表現できる。

・指導事項
1) 病院で働くファシリティードッ
グ，ベイリーについて

2) 世界の国々の言葉を用いないコ
ミュニケーション

3) パラグラフを書いてみよう！

・教材
教科書

〇 〇 〇

D 単元
第４章（SDGs02, Lesson7,
Lesson8)
【知識及び技能】
右のテーマ別の指導事項につい
て、外国語の4技能について，実際
のコミュニケーションにおいて活
用できる知識・技能を身に付けて
いる。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項につい
て、場所・目的・状況などに応じ
て，日常的・社会的な話題につい
て，情報や考えなどを外国語で的
確に理解したり適切に伝え合うこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項につい
て、他者を尊重し，聞き手・読み
手・話し手・書き手に配慮しなが
ら，外国語で聞いたり，読んだり
したことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして
表現できる。

・指導事項
1)SDGs Goals to Achieve

2) バナが世界に向けて発信した
メッセージとは

3) 社会起業家の思いと挑戦

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇 〇

25

定期考査
○

〇 〇

【知識及び技能】
各テーマ別の指導事項について、外国語
の4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日常的・
社会的な話題について，情報や考えなど
を外国語で的確に理解したり適切に伝え
合ったりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項について、他者
を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書
き手に配慮しながら，外国語で聞いた
り，読んだりしたことを活用して自分の
意見や考えなどを話したり書いたりして
表現しようとしている。

○ ○ ○

○ 1

【知識及び技能】
各テーマ別の指導事項について、外国語
の4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日常的・
社会的な話題について，情報や考えなど
を外国語で的確に理解したり適切に伝え
合ったりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項について、他者
を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書
き手に配慮しながら，外国語で聞いた
り，読んだりしたことを活用して自分の
意見や考えなどを話したり書いたりして
表現しようとしている。

○ ○ ○ 20

定期考査

３
学
期

E 単元
第５章（SDGs03, Optional Lesson
1, 2)
【知識及び技能】
右のテーマ別の指導事項につい
て、外国語の4技能について，実際
のコミュニケーションにおいて活
用できる知識・技能を身に付けて
いる。
外国語の学習を通して，言語の働
きや役割などを理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項につい
て、場所・目的・状況などに応じ
て，日常的・社会的な話題につい
て，情報や考えなどを外国語で的
確に理解したり適切に伝え合うこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項につい
て、他者を尊重し，聞き手・読み
手・話し手・書き手に配慮しなが
ら，外国語で聞いたり，読んだり
したことを活用して自分の意見や
考えなどを話したり書いたりして
表現できる。

・指導事項
1)What You Can Do with SDGs

2) エレベーターで宇宙へ？

3) トルコ軍艦エルトゥールル号の
恩返し

・教材
教科書

〇 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
各テーマ別の指導事項について、外国語
の4技能について，実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる知識・技能を
身に付けている。
外国語の学習を通して，言語の働きや役
割などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
右のテーマ別の指導事項について、場
所・目的・状況などに応じて，日常的・
社会的な話題について，情報や考えなど
を外国語で的確に理解したり適切に伝え
合ったりしている。

【学びに向かう力、人間性等】
右のテーマ別の指導事項について、他者
を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書
き手に配慮しながら，外国語で聞いた
り，読んだりしたことを活用して自分の
意見や考えなどを話したり書いたりして
表現しようとしている。

○ ○ 1

○ ○ ○ 20

定期考査

1○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

（発展：小野） （標準：小安永） （基礎：大橋） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

外国語 論理・表現Ⅰ
外国語 論理・表現Ⅰ 2

論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

話すこと〔やり取り〕、話すこと〔発表〕、
書くことの三つの領域について、英語の特徴
やきまりを理解すると共にコミュニケーショ
ンを行う場面、状況などに応じて活用できる
技能を身に付けている。

話すこと〔やり取り〕、話すこと〔発表〕、
書くことの三つの領域について、論理性に注
意して話したり書いたりして伝えている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、
主体的、自律的に英語を用いて話したり書こう
としている。

EARTHRISE English Logic and Expression I Standard　（数研出版）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、目的や場面、状況などに応じ
て適切に活用できる技能を身につけるようにする。

目的や場面、状況などに応じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に
理解したり、表現したり伝えあったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的、自律的にコミュニケーションを図ろうとする.
態度を養う。

１
学
期

A 単元
第１章（はじめに、Lesson1-
Lesson3)
【知識及び技能】
右の指導事項について、英語の特
徴やきまりを理解すると共にコ
ミュニケーションを行う場面、状
況などに応じて活用できる技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
右の指導事項について、論理性に
注意して話したり書いたりして伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
右の指導事項について、外国語の
背景にある文化に対する理解を深
め、主体的、自律的に英語を用い
て話したり書こうとしている。

・指導事項
英文の基本構造〈S∔V...〉/各品
詞
〈S+V+C〉/〈S+V+O〉/
〈S+V+O+O〉/〈S+V+O+C〉
過去形/現在進行形/will/be
going to do/(未来を表す)現在進
行形

・教材
教科書、補助教材（桐原書店
FACTBOOK）

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

【知識及び技能】
各指導事項について、英語の特徴やきま
りを理解すると共にコミュニケーション
を行う場面、状況などに応じて活用でき
る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、論理性に注意して
話したり書いたりして伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、外国語の背景にあ
る文化に対する理解を深め、主体的、自
律的に英語を用いて話したり書こうとし
ている。

○ ○ ○ 13

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

○ ○ 1
定期考査

○ ○ 13

B 単元
第２章（Lesson4-Lesson6)
【知識及び技能】
右の指導事項について、英語の特
徴やきまりを理解すると共にコ
ミュニケーションを行う場面、状
況などに応じて活用できる技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
右の指導事項について、論理性に
注意して話したり書いたりして伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
右の指導事項について、外国語の
背景にある文化に対する理解を深
め、主体的、自律的に英語を用い
て話したり書こうとしている。

・指導事項
can/may/must/have to
would/could/may/〈should have+
過去分詞〉/〈must have+過去分
詞〉
〈be動詞+過去分詞〉/be made of
〜/be interested in 〜/be
pleased

・教材
教科書、補助教材（桐原書店
FACTBOOK）

〇 〇

定期考査

〇

【知識及び技能】
各指導事項について、英語の特徴やきま
りを理解すると共にコミュニケーション
を行う場面、状況などに応じて活用でき
る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、論理性に注意して
話したり書いたりして伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、外国語の背景にあ
る文化に対する理解を深め、主体的、自
律的に英語を用いて話したり書こうとし
ている。

○

・指導事項
不定詞の名詞的用法/形容詞的用
法/副詞的用法/
It is ... to do 〜
〈want∔O(人)∔to do〉/〈see∔
O(人)∔do〉/〈let∔O(人)∔do〉/
〈make∔O(人)∔do〉
動名詞（主語になるもの/目的語
になるもの/前置詞の目的語にな
るもの）/動名詞の否定形

・教材
教科書、補助教材（桐原書店
FACTBOOK）

〇

○ 1

○ ○ 1

13

定期考査
○

〇 〇

【知識及び技能】
各指導事項について、英語の特徴やきま
りを理解すると共にコミュニケーション
を行う場面、状況などに応じて活用でき
る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、論理性に注意して
話したり書いたりして伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、外国語の背景にあ
る文化に対する理解を深め、主体的、自
律的に英語を用いて話したり書こうとし
ている。

○ ○ ○

C 単元
第３章（Lesson7-Lesson9)
【知識及び技能】
右の指導事項について、英語の特
徴やきまりを理解すると共にコ
ミュニケーションを行う場面、状
況などに応じて活用できる技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
右の指導事項について、論理性に
注意して話したり書いたりして伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
右の指導事項について、外国語の
背景にある文化に対する理解を深
め、主体的、自律的に英語を用い
て話したり書こうとしている。

２
学
期



合計

70

２
学
期

定期考査

D 単元
第４章（Lesson10-Lesson12)
【知識及び技能】
右の指導事項について、英語の特
徴やきまりを理解すると共にコ
ミュニケーションを行う場面、状
況などに応じて活用できる技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
右の指導事項について、論理性に
注意して話したり書いたりして伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
右の指導事項について、外国語の
背景にある文化に対する理解を深
め、主体的、自律的に英語を用い
て話したり書こうとしている。

・指導事項
分詞（限定用法/叙述用法）
/excitedとexciting
〈see∔O(人)∔doing〉/〈have∔
O(物)∔done〉/分詞構文
関係代名詞（who/which/that）/
関係代名詞の継続用法

・教材
教科書、補助教材（桐原書店
FACTBOOK） 〇 〇 〇

【知識及び技能】
各指導事項について、英語の特徴やきま
りを理解すると共にコミュニケーション
を行う場面、状況などに応じて活用でき
る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、論理性に注意して
話したり書いたりして伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、外国語の背景にあ
る文化に対する理解を深め、主体的、自
律的に英語を用いて話したり書こうとし
ている。

○

1○ ○

13

1

13

定期考査

○ ○

○ ○ ○３
学
期

E 単元
第５章（Lesson13-Lesson15)
【知識及び技能】
右の指導事項について、英語の特
徴やきまりを理解すると共にコ
ミュニケーションを行う場面、状
況などに応じて活用できる技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
右の指導事項について、論理性に
注意して話したり書いたりして伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
右の指導事項について、外国語の
背景にある文化に対する理解を深
め、主体的、自律的に英語を用い
て話したり書こうとしている。

・指導事項
関係副詞（when/how/where）/関
係副詞の継続用法
〈as 〜 as ...〉/〈not as 〜
as ...〉/比較級/最上級
仮定法過去/I wish∔仮定法過去/
仮定法過去完了

・教材
教科書、補助教材（桐原書店
FACTBOOK）

〇 〇 〇

【知識及び技能】
各指導事項について、英語の特徴やきま
りを理解すると共にコミュニケーション
を行う場面、状況などに応じて活用でき
る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各指導事項について、論理性に注意して
話したり書いたりして伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
各指導事項について、外国語の背景にあ
る文化に対する理解を深め、主体的、自
律的に英語を用いて話したり書こうとし
ている。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（A組：田中遼　　　　）（B組：田中遼　　　　）

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、生物や
生物現象について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

　観察、実験などを行い、科学的に探究する
力を養う。

　生物や生物現象に主体的に関わり、科学的
に探究しようとする態度と、生命を尊重し、
自然環境の保全に寄与する態度を養う。

高校生物基礎〔実教出版〕

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象について理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身
に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

1章　生物の多様性と共通性
【知識及び技能】
　様々な生物の比較に基づいて、
生物は多様でありながら共通性を
もっていることを見いだして理解
できるようにする。また、生物の
共通性と起源の共有を関連付けて
理解できるようにするとともに、
生物の多様性と共通性を科学的に
探究するために必要な観察、実験
などに関する技能を身に付けるこ
とができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　生物の特徴について、観察、実
験などを通して探究し、多様な生
物がもつ共通の特徴を見いだして
表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生物の共通性と多様性に関する
事物・現象に進んで関わり、見通
しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとする態
度を養う。

1節　生物の多様性と共通性
　1.生物の多様性・共通性
　観察実験　さまざまな生物の観
察
　2.生物の共通性と進化
　3.細胞

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、スケッチ記録の共有
（Teams）

【知識・技能】
・様々な生物の比較に基づいて、生物は多様
でありながら共通性をもっていることを見い
だして理解している。
・生物の共通性と起源の共有を関連付けて理
解している。
・生物の多様性と共通性を科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する技能を
身に付けている。

【思考・判断・表現】
・生物の特徴について、観察、実験などを通
して探究し、多様な生物がもつ共通の特徴を
見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・生物の共通性と多様性に関する事物・現象
に進んで関わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

1編2章　生物とエネルギー
【知識及び技能】
　生物とエネルギーに関する資料
に基づいて、生命活動にエネル
ギーが必要であることを理解でき
るようにする。また、光合成と呼
吸などの代謝とATPを関連付けて理
解できるようにするとともに、生
物の多様性と共通性を科学的に探
究するために必要な観察、実験な
どに関する技能を身に付けること
ができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　生物とエネルギーについて、観
察、実験などを通して探究し、多
様な生物がもつ共通の特徴を見い
だして表現できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生物とエネルギーに関する事
物・現象に進んで関わり、見通し
をもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとする態
度を養う。

・指導事項
1節　生体とATP
　A：生命活動とエネルギー
　B：ATPの構造
　C：代謝
2節　酵素のはたらき
　実習3：酵素のはたらき
　A：酵素
3節　呼吸と光合成
　A:呼吸
　B：光合成
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、酵素実験の記録の共
有（Teams）

【知識及び技能】
・生物とエネルギーに関する資料に基づい
て、生命活動にエネルギーが必要であること
を理解している。
・光合成と呼吸などの代謝とATPを関連付け
て理解している。
・生物の多様性と共通性を科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する技能を
身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・生物とエネルギーについて、観察、実験な
どを通して探究し、多様な生物がもつ共通の
特徴を見いだして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
・生物とエネルギーに関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったり振り返ったり
するなど、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○

1
定期考査

○ ○



・指導事項
1節　生態系における生物の多様
性
　実習13：地表を歩きまわる生物
の観察
　A：食物網と生態ピラミッド
　B：生物の多様性と環境
2節　生態系における生物間の関
係
　実習14：生態系から特定の生物
を除去したときの影響
　A：生物間の関係性
　B：生物種の絶滅
3節　生態系と人為的攪乱
　実習15：生活排水の流入による
河川への影響
　A：人為的攪乱
　B：生態系のバランス
4節　生態系の保全
　実習16：高速道路の建設に伴う
環境アセスメント
　A：環境アセスメント
　B：生態系サービス
　C：外来生物が生態系に与える
影響
　D：ヒトの生態系の共存
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
 単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、土壌動物観察の記録
の共有（Teams）

【知識及び技能】
・生態系と生物の多様性に関する観察、実験
などを行い、生態系における生物の種多様
性、生態系のバランスと人為的攪乱の関連性
について理解している。
・生態系と生物の多様性について科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する
技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・生態系と生物の多様性について、観察、実
験などを通して探究し、生態系における、生
物の多様性及び生物と環境との関係性を見い
だして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
　生態系と生物の多様性に関する事物・現象
に進んで関わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 9

4編1章　植生と遷移
【知識及び技能】
　植生の遷移に関する資料に基づ
いて、植生の遷移をバイオームと
関連付けて理解することができる
ようにするとともに、植生と遷移
について科学的に探究するために
必要な観察、実験などに関する技
能を身に付けることができるよう
にする。

【思考力、判断力、表現力等】
　植生と遷移について、観察、実
験などを通して探究し、生態系に
おける生物の多様性及び生物と環
境との関係性を見いだして表現す
ることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　植生と遷移に関する事物・現象
に進んで関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学的
に探究しようとする態度を養う。

・指導事項

3節　遷移とバイオーム
　実習12　森林・草原・砂漠と遷
移の関係
　A：遷移とバイオーム
　B：日本のバイオーム
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、三原山の植生観察の
記録の共有（Teams）

【知識及び技能】
・植生の遷移に関する資料に基づいて、遷移
の要因を見いだして理解している。
・植生の遷移をバイオームと関連付けて理解
している。
・植生と遷移について科学的に探究するため
に必要な観察、実験などに関する技能を身に
付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
・植生と遷移について、観察、実験などを通
して探究し、生態系における生物の多様性及
び生物と環境との関係性を見いだして表現し
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
・植生と遷移に関するに関する事物・現象に
進んで関わり、見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 7

4編2章　生態系と生物の多様性
【知識及び技能】
　生態系と生物の多様性に関する
観察、実験などを行い、生態系に
おける生物の種多様性、生態系の
バランスと人為的攪乱の関連性に
ついて理解することができるよう
にするとともに、生態系と生物の
多様性について科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関
する技能を身に付けることができ
るようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　生態系と生物の多様性につい
て、観察、実験などを通して探究
し、生態系における、生物の多様
性及び生物と環境との関係性を見
いだして表現することができるよ
うにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　生態系と生物の多様性に関する
事物・現象に進んで関わり、見通
しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとするこ
態度を養う。

２
学
期

1

2編1章　遺伝情報とDNA
【知識及び技能】
　DNAの構造に関する資料に基づい
て、遺伝情報を担う物質としての
DNAの特徴を見いだして理解できる
ようにするとともに、塩基の相補
性とDNAの複製を関連付けて理解で
きるようにする。また、遺伝情報
とDNAについて科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けることができるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
遺伝情報とDNAについて、観察、実
験などを通して探究し、DNAの特徴
や、塩基の相補性とDNAの複製の関
係を見いだして表現することがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝情報とDNAに関する事物・現
象に進んで関わり、見通しをもっ
たり振り返ったりするなど、科学
的に探究しようとする態度を養
う。

・指導事項
1節　遺伝情報とDNA
　A：遺伝情報と形質
　B：DNAと染色体
　C：ゲノム
2節　DNAの構造
　実習4：DNA模型の作製
　A：塩基の相補性
　B：DNAの構造
　C：塩基の並び方
3節　DNAの複製と分配
　実習5：DNAが2倍になるしくみ
　A:DNAが複製されるしくみ
　B：細胞分裂とDNA
章末問題

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、DNA抽出実験の記録の
共有（Teams）

【知識及び技能】
・DNAの構造に関する資料に基づいて、遺伝
情報を担う物質としてのDNAの特徴を見いだ
して理解している。
・塩基の相補性とDNAの複製を関連付けて理
解している。
・遺伝情報とDNAについて科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
遺伝情報とDNAについて、観察、実験などを
通して探究し、DNAの特徴や、塩基の相補性
とDNAの複製の関係を見いだして表現してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝情報とDNAに関する事物・現象に進ん
で関わり、見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○



３
学
期

２
学
期

2編2章　遺伝情報とタンパク質の
合成
【知識及び技能】
遺伝情報の発現に関する資料に基
づいて、DNAの塩基配列とタンパク
質のアミノ酸配列との関係を見い
だして理解できるようにするとと
もに、遺伝情報とタンパク質の合
成について科学的に探究するため
に必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けることができるよう
にする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
遺伝情報とタンパク質の合成につ
いて、観察、実験などを通して探
究し、DNAの特徴や、塩基の相補性
とDNAの複製の関係を見いだして表
現することができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝情報とタンパク質の合成に
関する事物・現象に進んで関わ
り、見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しよう
とする態度を養う。

・指導事項
1節　タンパク質
　A：タンパク質とアミノ酸
　B：生命活動とタンパク質
2節　タンパク質と遺伝情報
　実習6：アミノ酸とDNAの対応
　A：DNAからタンパク質へ
　B：RNAとDNAの違い
　C：転写と翻訳
　D：遺伝暗号表
3節　細胞の分化と遺伝子
　A：細胞の分化
　B：遺伝子の発現
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、塩基配列とアミノ酸
配列に関するワーク（Teams）

【知識・技能】
・遺伝情報の発現に関する資料に基づいて、
DNAの塩基配列とタンパク質のアミノ酸配列
との関係を見いだして理解している。
・遺伝情報とタンパク質の合成について科学
的に探究するために必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。

【思考・判断・表現】
・遺伝情報とタンパク質の合成について、観
察、実験などを通して探究し、DNAの特徴
や、塩基の相補性とDNAの複製の関係を見い
だして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・遺伝情報とタンパク質の合成に関する事
物・現象に進んで関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に探究しよう
としている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

10

3編2章　免疫のはたらき
【知識及び技能】
　免疫に関する資料に基づいて、
異物を排除する防御機能が備わっ
ていることを見いだして理解する
ことができるようにするととも
に、免疫について科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに
関する技能を身に付けることがで
きるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　ヒトのからだの調節について、
観察、実験などを通して探究し、
免疫の特徴を見いだして表現する
ことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　免疫に関する事物・現象に進ん
で関わり、見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探究
しようとする態度を養う。

・指導事項
1節　免疫のしくみ
　A：体を守るしくみ
　B：自然免疫
　C：適応免疫
　D：血液凝固
2節　免疫の応用
　実習9：体内の抗体の量の変化
　A：記憶細胞と二次応答
　B：免疫グロブリン
　C：予防接種とワクチン
3節　免疫とさまざまな疾患
　A：アレルギー
　B：自己免疫疾患
　C：HIVとAIDS
章末まとめ
・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集

・一人１台端末の活用　等
　単元の振り返りの入力・提出
（Forms）、食作用の動画視聴
（Teams）

【知識・技能】
・免疫に関する資料に基づいて、異物を排除
する防御機能が備わっていることを見いだし
て理解している。
・免疫について科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する技能を身に付けて
いる。
　
【思考・判断・表現】
・ヒトのからだの調節について、観察、実験
などを通して探究し、免疫の特徴を見いだし
て表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・免疫に関する事物・現象に進んで関わり、
見通しをもったり振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 7

3編1章　ヒトの体を調節するしく
み
【知識及び技能】
　体内環境の維持の仕組みに関す
る資料に基づいて、体内環境の維
持にホルモンや自律神経による情
報伝達が関係することを見いだし
て理解することができるようにす
るとともに、神経系と内分泌系に
よる調節について科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに
関する技能を身に付けることがで
きるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
　ヒトのからだの調節について、
観察、実験などを通して探究し、
神経系と内分泌系による調節の特
徴を見いだして表現することがで
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
　神経系と内分泌系による調節に
関する事物・現象に進んで関わ
り、見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しよう
とする態度を養う。

・指導事項
1節　体内環境
　A：体内環境をつくる体液
　B：体内環境を維持するしくみ

2節　神経系による情報伝達
　実習7：運動の前後の体の変化
　A：神経系
　B：自律神経系による調節
　C：脳の構造とはたらき
3節　内分泌系による情報伝達
　A：ホルモンによる調節
　B：ホルモンの分泌量の調節
4節　血糖濃度の調節
　実習8：血糖濃度の調節
　A：血糖濃度を調節するしくみ
　B：糖尿病とは
章末まとめ

・教材
　教科書、授業プリント、実験・
実習プリント、問題集
・一人１台端末の活用　等
　踏み台昇降運動の前後の心拍数
の変化の解析

【知識・技能】
・体内環境の維持の仕組みに関する資料に基
づいて、体内環境の維持にホルモンや自律神
経による情報伝達が関係することを見いだし
て理解している。
・神経系と内分泌系による調節について科学
的に探究するために必要な観察、実験などに
関する技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・ヒトのからだの調節について、観察、実験
などを通して探究し、神経系と内分泌系によ
る調節の特徴を見いだして表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・神経系と内分泌系による調節に関する事
物・現象に進んで関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど、科学的に探究しよう
としている。

○ ○ ○

1

合計

70

定期考査 ○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度       教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

科目 の目標：

１
学
期

（A組：谷口　　） （B組：谷口　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

・現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断す
るための手掛かりとなる概念や理論につい
て、理解する。
・諸資料から、倫理的主体などとして活動す
るために必要となる情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付けるようにする。

・現実社会の諸課題の解決に向けて、手掛か
りとなる考え方や公共的な空間における基本
的原理を活用して、事実を基に多面的・多角
的に考察する。
・公正に判断する力や合意形成や社会参画を
視野に入れながら構想した内容を議論する力
を養う。

・よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課
題を主体的に解決しようとする態度を養う。
・現代社会に生きる人間しての在り方や
公共的な空間に生き国民主権を担う公民とし
て自国を愛し、その平和と繁栄を図ること
や、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協
力し合う大切さについての自覚を深める。

態
配当
時数

A 単元
巻頭特集　公共的な空間をつくる
私たち
第１章　公共的な空間における人
間としてのあり方生き方
第２章　公共的な空間における基
本原理
～平等権・自由権
【知識及び技能】
青年期は自立や自立を図る重要な
時期であるということを理解す
る。
また、社会には様々な背景をもっ
ている人々から成り立っているこ
とを理解する。そうした考えや
人々によって、人間の尊厳や平
等、法の支配など公共的空間にお
ける基本的原理について理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
社会に参画する自立した主体と
は、孤独して生きるのではなく、
様々な集団として生き、公共的な
空間を作る存在であるということ
について多面的・多角的に考察す
る。
倫理的価値の判断において，行為
の結果である個人や社会全体の幸
福を重視する考え方と，行為の動
機となる公正などの義務を重視す
る考え方などを活用し，自らも他
者も共に納得できる解決方法を見
いだすことに向け，思考実験など
概念的な枠組みを用いて考察する
活動を通して，人間としての在り
方生き方を多面的・多角的に考察
し，表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
青年期の課題を把握しながら社会
の一員として様々な社会に属して
いることを認識し、民主政治や日
本国憲法にはどのように様々な
人々と関わりの中で利害を調整し
ていくのかを主体的に研究する。

・指導事項
巻頭特集
１　大人ってどんな人？
２　お互いを理解し尊重するた
　　めに
３　誰もが生きやすい社会で
第１章　公共的な空間における
人間としてのあり方生き方
第２章公共的な日本社会の原理
平等権・自由権

・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
青年期は自立や自律をはかる重要な時期で
あるというとを理解する。
人間の尊厳と平等、個人の尊重、民主主
義、法の支配など公共的な空間的な空間に
おける基本的原理について理解できてい
る。
日本国憲法の基本原理や保障されている権
利が理解できる。
【思考・判断・表現】
自己形成の課題について考察することがで
きる。
公共的な空間における人間としてのあり方
生き方を考察するための選択・判断の手が
かりが考察できている。
日本国憲法の基礎にある考え方に着目し、
公共的な空間における基本的原理との関連
を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自らを成長させる人間としてのあり方生き
方とはどのようなものなのか主体的に追究
できている。
民主政治が自らの生活と関わっていること
を理解し、民主社会に主体的に生きる人間
のあり方について考えを深めている。
日本国憲法が保障されている権利が理解で
き、自らの生き方と権利を結びつけること
ができる。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

（　組：　　　　）

公民 公共
公民 公共 2

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数研出版　高等学校公共

公民

現代の諸課題について、多面的に考察し、合意形成や社会参画を視野に入れながら議論している。

倫理・政治・経済などに関わる現代の諸課題を理解し、諸資料から情報を適切かつ効果的にまとめている。

国家及び社会の形成者として、よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

評価規準 知 思

1
定期考査

○ ○



２
学
期

１
学
期

B 単元
第２章　第２節　日本社会の基本
原理
社会権・参政権・請求権～
第３章　ルールをつくり守る私た
ち
～契約と消費者の権利
【知識及び技能】
人間の尊厳と平等，個人の尊重，
民主主義，法の支配，自由・権利
と責任・義務など，公共的な空間
における基本的原理について理解
する。
法や規範の意義や役割を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
日本国憲法の基礎にある考え方に
着目し、公共的な空間における基
本的原理との関係を考察する。
日常の買い物や銀行のクレジット
カードなど、身近な契約の例を挙
げられる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本国憲法で保障されている権利
を理解し、自らの生き方と権利を
結び付ける。
身近な紛争状況を設定し、それを
理解するためのルール作りを体験
的に行える。

・第２章　第２節　日本社会の基
本原理

社会権・参政権・請求権～
第３章　ルールをつくり守る私た

ち
～契約と消費者の権利

・教科書
　ワークシート

　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
人間の尊厳と平等,個人の尊重,民主主義,法
の支配,自由・権利と責任・義務など、公共
的な空間における基本的原理について理解
できている。
法や規範の意義や役割を理解できている。
【思考・判断・表現】
日本国憲法の基礎にある考え方に着目し、
公共的な空間における基本的原理との関係
を考察できている。
日常の買い物や銀行のクレジットカードな
ど、身近な契約の例を挙げられている。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本国憲法で保障されている権利を理解
し、自らの生き方と権利を結び付けようと
している。
身近な紛争状況を設定し、それを理解する
ためのルール作りを体験的に行えている。

○ ○ ○ 14

・指導事項
第3章　ルールをつくり守る私た

ち
第２節　司法参加の意義

第4章
政治に参加する私たち

第1節；政治参加と民主政治の課
題

第2節：国際政治の動向

・教材
　教科書

　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

1

C単元
第3章　ルールをつくり守る私た
ち
第２節　司法参加の意義
第4章
政治に参加する私たち
【知識及び技能】
公正な裁判には司法権の独立が必
要であり、国民の参加が大切であ
ると理解する。
地方自治や選挙の仕組み、政党の
役割を考察することによって具体
的に民主政治を支える制度を理解
する。
国際法の意義や国際紛争を解決す
る機関の役割を理解する。
国際連盟,国際連合の組織と役割
を理解する。
冷戦の成立とその終結後の国際政
治の流れを理解する。
国際社会の中で平和主義を掲げる
日本の役割を理解する。
核軍拡から核軍縮の流れを理解す
る。
現代の世界の紛争や人権問題につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
裁判員制度がどのような目的で創
設されたのか考察する。
裁判によって国民のどのような権
利が守られているのか考察する。
選挙制度の違いによって政党制に
も大きな違いが出ると考察する。
自分が理想とする選挙制度を選択
している。
集団的安全保障がなぜ有効なのか
考察する。

国連の現状と課題について、考察
する。留学生や国際NGOと接し、
国際化を身近に体験し、国際社会
の諸問題を理解する。
国際問題について自分なりの意見
を持ち、他者に説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
模擬裁判などを通して、司法に関
心を持ち、裁判員制度の意義をふ
まえ積極的に参画する自覚を持
つ。
模擬投票などを通して、選挙に積
極的に参加するなど主権者として
自覚を持つ。
日々報道されている世界の国際紛
争に関心を持つ。

【知識・技能】。
公正な裁判には司法権の独立が必要であ
り、国民の参加が大切であることが理解で
きている。
地方自治や選挙の仕組み、政党の役割を考
察することによって具体的に民主政治を支
える制度を理解できている。
国際法の意義や国際紛争を解決する機関の
役割を理解できている。
国際連盟・国際連合の組織と役割を理解で
きている。
冷戦の成立とその終結後の国際政治の流れ
を理解できている。
国際社会の中で平和主義を掲げる日本の役
割を理解できている。
核軍拡から核軍縮の流れを理解できてい
る。
現代の世界の紛争や人権問題について理解
できている。

【思考・判断・表現】
裁判員制度がどのような目的で創設された
のか考察出来ている。。
裁判によって国民のどのような権利が守ら
れているのか考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
模擬裁判などを通して、司法に関心を持
ち、裁判員制度の意義をふまえ積極的に参
画する自覚を持つことができている。
選挙制度の違いによって政党制にも大きな
違いが出ると考察できている。
自分が理想とする選挙制度を選択できてい
る。
集団的安全保障がなぜ有効なのか考察でき
ている。

14

定期考査 ○ ○



２
学
期

２
学
期

・指導事項
第3章　ルールをつくり守る私た

ち
第２節　司法参加の意義

第4章
政治に参加する私たち

第1節；政治参加と民主政治の課
題

第2節：国際政治の動向

・教材
　教科書

　ワークシート
　パワーポイント掲示資料

・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

C単元
第3章　ルールをつくり守る私た
ち
第２節　司法参加の意義
第4章
政治に参加する私たち
【知識及び技能】
公正な裁判には司法権の独立が必
要であり、国民の参加が大切であ
ると理解する。
地方自治や選挙の仕組み、政党の
役割を考察することによって具体
的に民主政治を支える制度を理解
する。
国際法の意義や国際紛争を解決す
る機関の役割を理解する。
国際連盟,国際連合の組織と役割
を理解する。
冷戦の成立とその終結後の国際政
治の流れを理解する。
国際社会の中で平和主義を掲げる
日本の役割を理解する。
核軍拡から核軍縮の流れを理解す
る。
現代の世界の紛争や人権問題につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
裁判員制度がどのような目的で創
設されたのか考察する。
裁判によって国民のどのような権
利が守られているのか考察する。
選挙制度の違いによって政党制に
も大きな違いが出ると考察する。
自分が理想とする選挙制度を選択
している。
集団的安全保障がなぜ有効なのか
考察する。

国連の現状と課題について、考察
する。留学生や国際NGOと接し、
国際化を身近に体験し、国際社会
の諸問題を理解する。
国際問題について自分なりの意見
を持ち、他者に説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
模擬裁判などを通して、司法に関
心を持ち、裁判員制度の意義をふ
まえ積極的に参画する自覚を持
つ。
模擬投票などを通して、選挙に積
極的に参加するなど主権者として
自覚を持つ。
日々報道されている世界の国際紛
争に関心を持つ。

【知識・技能】。
公正な裁判には司法権の独立が必要であ
り、国民の参加が大切であることが理解で
きている。
地方自治や選挙の仕組み、政党の役割を考
察することによって具体的に民主政治を支
える制度を理解できている。
国際法の意義や国際紛争を解決する機関の
役割を理解できている。
国際連盟・国際連合の組織と役割を理解で
きている。
冷戦の成立とその終結後の国際政治の流れ
を理解できている。
国際社会の中で平和主義を掲げる日本の役
割を理解できている。
核軍拡から核軍縮の流れを理解できてい
る。
現代の世界の紛争や人権問題について理解
できている。

【思考・判断・表現】
裁判員制度がどのような目的で創設された
のか考察出来ている。。
裁判によって国民のどのような権利が守ら
れているのか考察できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
模擬裁判などを通して、司法に関心を持
ち、裁判員制度の意義をふまえ積極的に参
画する自覚を持つことができている。
選挙制度の違いによって政党制にも大きな
違いが出ると考察できている。
自分が理想とする選挙制度を選択できてい
る。
集団的安全保障がなぜ有効なのか考察でき
ている。

14

1

1

第4章
政治に参加する私たち
第3節　国際政治の課題と日本の
役割
第5章
経済活動を行う私たち
第1節　経済のしくみと産業の変
化
第2節：市場経済のしくみと金融
【知識及び技能】
国際社会の中で平和主義を掲げる
日本の役割を理解する。
核軍拡から核軍縮の流れを理解す
る。
現代の世界の紛争や人権問題につ
いて理解する。
現代の企業の果たしている役割を
理解する。
中小企業や農業の果たしている役
割と現状を理解する。
産業構造の変化と職業選択との関
係や雇用・労働問題について理解
する。
市場メカニズムを理解する。
各種経済指標を理解し、その指標
の動向を読み解ける。
金融の仕組みを理解し、経済状況
に応じて、適切な手段を提示す
る。
政府が経済に果たしている役割を
理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
国際問題について自分なりの意見
を持ち、他者に説明する。
現代の企業倫理について考察す
る。
経済のサービス化が進展し、国民
生活にどのような変化をもたらし
たか考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
それぞれの紛争の解決への筋道は
何か提示する。
民族紛争や難民問題など国際政治
問題について日常から関心を持
つ。
留学生や国際NGOと接し、国際化
を身近に体感し、国際社会の諸問
題について主体的に研究する。
AIやITなどの先端技術が発展する
中での、自分の進路や職業選択に
ついて考察する。
経済社会に主体的に生きる一員と
して、今後の日本経済の見通しを
たてる。
商品の価格は、需給関係によって
変動すると理解し、合理的な消費
行動を取る。
日本経済についての課題を発見
し、解決する見通しをもつ。
格差のある国際社会で、その克服
のために自らがどのようなことが
できるか考え、実行しようという
意欲を持てる。

・指導事項
第4章
政治に参加する私たち
第3節　国際政治の課題と日本の
役割
第5章
経済活動を行う私たち
第1節　経済のしくみと産業の変
化
第2節：市場経済のしくみと金融

・教材

　教科書
　ワークシート
　確認問題
　パワーポイント提示資料

・一人一台端末の活用　等

【知識及び技能】
国際社会の中で平和主義を掲げる日本の役
割を理解できている。
核軍拡から核軍縮の流れを理解できてい
る。
現代の世界の紛争や人権問題について理解
できている。
市場メカニズムを理解できる。
各種経済指標を理解し、その指標の動向を
読み解くことができる。
金融の仕組みを理解し、経済状況に応じ
て、適切な手段を提示できる。
政府が経済に果たしている役割を理解でき
る
【思考力、判断力、表現力等】
国際問題について自分なりの意見を持ち、
他者に説明できている。
需給曲線を使って、どのような場面に価格
が変動するか考察できる。
GDPが大きいと豊かさにつながるのか、自分
なりに判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
それぞれの紛争の解決への筋道は何か提示
できている。
民族紛争や難民問題など国際政治問題につ
いて日常から関心を持てている。
留学生や国際NGOと接し、国際化を身近に体
感し、国際社会の諸問題について主体的に
研究できている。
商品の価格は、需給関係によって変動する
と理解し、合理的な消費行動を取る姿勢が
みられる。
日本経済についての課題を発見し、解決す
る見通しを持とうとしている。

〇 〇 〇 14
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３
学
期

第5章
経済活動を行う私たち
第3節　財政と社会保障
課題探究編
持続可能な社会づくりの主体とな
る私たち
【知識及び技能】
社会保障について理解する。
貿易や外国為替相場について理解
する。
発展途上国の現状を知り、貧困や
飢餓などの原因や課題を理解す
る。
現代社会に生きる私たちの課題を
指摘している。
現代社会の諸問題について、探求
するための資料を収集・選択し、
的確に分析する。
【思考力、判断力、表現力等】
自身の老後生活を予想し、租税と
社会保障のバランスを考察する。
経済のグローバル化と相互依存の
関係により、日本経済にどのよう
な影響を及ぼすか考察する。
現代社会の諸問題の解決のため、
事実を基に協働して考え、意見を
出し合う。
現代社会の諸問題を多角的・多面
的に考察し、その内容をレポート
や口頭発表などによって的確に表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
格差のある国際社会で、その克服
のために自らがどのようなことが
できるか考え、実行しようという
意欲を持てる。
さまざまな課題の中で、自己との
かかわりに注目して主体的に課題
を選択し、探求している。
現代社会の特質から生じる価値の
対立について、討論やディベート
など、さまざまな方法を活用して
主体的に探究する。

・指導事項
第5章
経済活動を行う私たち
第3節　財政と社会保障
課題探究編
持続可能な社会づくりの主体とな
る私たち

・教材
　教科書
　ワークシート
　確認問題
　パワーポイント提示資料

・一人一台端末の活用　等

【知識及び技能】
社会保障について理解できる。
貿易や外国為替相場について理解できる。
発展途上国の現状を知り、貧困や飢餓など
の原因や課題を理解できる。
現代社会に生きる私たちの課題を指摘でき
る。
現代社会の諸問題について、探求するため
の資料を収集・選択し、的確に分析でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自身の老後生活を予想し、租税と社会保障
のバランスを考察できる。
経済のグローバル化と相互依存の関係によ
り、日本経済にどのような影響を及ぼすか
考察できる。
現代社会の諸問題の解決のため、事実を基
に協働して考え、意見を出し合うことがで
きる。
現代社会の諸問題を多角的・多面的に考察
し、その内容をレポートや口頭発表などに
よって的確に表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
格差のある国際社会で、その克服のために
自らがどのようなことができるか考え、実
行しようという意欲を持持つことができ
る。
さまざまな課題の中で、自己とのかかわり
に注目して主体的に課題を選択し、探求で
きている。
現代社会の特質から生じる価値の対立につ
いて、討論やディベートなど、さまざまな
方法を活用して主体的に探究できている。

〇 〇 〇 10
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（1学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 AB 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（A組：谷口修太・坂場俊太　　　　）（B組：谷口修太・坂場俊太　　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

 教科 地理歴史 地理総合
地理歴史 地理総合 2

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性
や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解すると
ともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や
諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関
連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相
互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着
目して，概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり， 地理的な課題の解決に向けて構想し
たりする力や，考察，構想したことを効果的に説
明したり，それらを基に議論したりする力を養
う。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる課題を主体的
に追究，解決しようとする態度を養うととも
に，多面的・多角的な考察や深い理解を通し
て涵養される日本国民としての自覚，我が国
の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な
生活文化を尊重しようとすることの大切さに
ついての自覚などを深める。

『高等学校　新地理総合』帝国書院

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土
や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

態
配当
時数

１
学
期

A 単元
第１部　地図でとらえる現代社会
【知識及び技能】
・日常生活の中でみられるさまざまな地図
の読図などを基に，地図や地理情報システ
ムの役割や有用性などについて理解する。
・現代世界の地域構成を示したさまざまな
地図の読図などを基に，方位や時差，日本
の位置と領域，国内や国家間の結び付きな
どについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・地図や地理情報システムについて，位置
や範囲，縮尺などに着目して，目的や用
途，内容，適切な活用の仕方などを多面
的・多角的に考察し，表現する。
・現代世界の地域構成について，位置や範
囲などに着目して，主題を設定し，世界的
視野から見た日本の位置，国内や国家間の
結び付きなどを多面的・多角的に考察し，
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・地図や地理情報システムについて，より
よい社会の実現を視野にそこでみられる課
題を主体的に追究，解決しようとしる態度
を養う。
・現代世界の地域構成について，よりよい
社会の実現を視野にそこでみられる課題を
主体的に追究，解決しようとする態度を養
う。

・指導事項
第１部　地図でとらえる現代社会
第１章　地図と地理情報システム
１節　地球上の位置と時差
２節　地図の役割と種類
第２章　結び付きを深める現代世界
１節　現代世界の国家と領域
２節　グローバル化する世界
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・日常生活の中でみられるさまざまな地図の
読図などを基に，地図や地理情報システムの
役割や有用性などについて理解している。現
代世界のさまざまな地理情報について，地図
や地理情報システムなどを用いて，その情報
を収集し，読み取り，まとめる基礎的・基本
的な技能を身に付けている。
・現代世界の地域構成を示したさまざまな地
図の読図などを基に，方位や時差，日本の位
置と領域，国内や国家間の結び付きについて
理解している。
【思考・判断・表現】
・地図や地理情報システムについて，位置や
範囲，縮尺などに着目して，目的や用途，内
容，適切な活用の仕方などを多面的・多角的
に考察し，表現している。
・現代世界の地域構成について，位置や範囲
などに着目して，主題を設定し，世界的視野
から見た日本の位置，国内や国家間の結び付
きなどを多面的・多角的に考察し，表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・地図や地理情報システムについて，よりよ
い社会の実現を視野にそこでみられる課題を
主体的に追究，解決しようとしている。
・現代世界の地域構成について，よりよい社
会の実現を視野にそこでみられる課題を主体
的に追究，解決しようとしている。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

B 単元
第２部　国際理解と国際協力
第１章　生活文化の多様性と国際理解
【知識及び技能】
・世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が地理的環境から影響を受
けたり，影響を与えたりして多様性をもつ
ことや，地理的環境の変化によって変容す
ることなどについて理解する。世界の人々
の特色ある生活文化を基に，自他の文化を
尊重し国際理解を図ることの重要性などに
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界の人々の生活文化について，その生
活文化が見られる場所の特徴や自然及び社
会的条件との関わりなどに着目して，主題
を設定し，多様性や変容の要因などを多面
的・多角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・生活文化の多様性と国際理解について，
よりよい社会の実現を視野にそこで見られ
る課題を主体的に追究，解決しようとする
態度を養う。

・指導事項
第２部　国際理解と国際協力
第１章　生活文化の多様性と国際理
解
序説　生活文化と多様性
１節　世界の地形と人々の生活
２節　世界の気候と人々の生活
３節　世界の言語・宗教と人々の生
活
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が地理的環境から影響を受け
たり，影響を与えたりして多様性をもつこと
や，地理的環境の変化によって変容すること
などについて理解している。
【思考・判断・表現】
・世界の人々の生活文化について，その生活
文化がみられる場所の特徴や自然及び社会的
条件との関わりなどに着目して，主題を設定
し，多様性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生活文化の多様性と国際理解について，よ
りよい社会の実現を視野にそこでみられる課
題を主体的に追究，解決しようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査 　
○ ○



１
学
期

B 単元
第２部　国際理解と国際協力
第１章　生活文化の多様性と国際理解
【知識及び技能】
・世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が地理的環境から影響を受
けたり，影響を与えたりして多様性をもつ
ことや，地理的環境の変化によって変容す
ることなどについて理解する。世界の人々
の特色ある生活文化を基に，自他の文化を
尊重し国際理解を図ることの重要性などに
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界の人々の生活文化について，その生
活文化が見られる場所の特徴や自然及び社
会的条件との関わりなどに着目して，主題
を設定し，多様性や変容の要因などを多面
的・多角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・生活文化の多様性と国際理解について，
よりよい社会の実現を視野にそこで見られ
る課題を主体的に追究，解決しようとする
態度を養う。

・指導事項
第２部　国際理解と国際協力
第１章　生活文化の多様性と国際理
解
序説　生活文化と多様性
１節　世界の地形と人々の生活
２節　世界の気候と人々の生活
３節　世界の言語・宗教と人々の生
活
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が地理的環境から影響を受け
たり，影響を与えたりして多様性をもつこと
や，地理的環境の変化によって変容すること
などについて理解している。
【思考・判断・表現】
・世界の人々の生活文化について，その生活
文化がみられる場所の特徴や自然及び社会的
条件との関わりなどに着目して，主題を設定
し，多様性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生活文化の多様性と国際理解について，よ
りよい社会の実現を視野にそこでみられる課
題を主体的に追究，解決しようとしている。

○ ○ ○ 12

1
定期考査

○ ○



〇 〇 1

２
学
期

C単元
第２部　国際理解と国際協力
第１章　生活文化の多様性と国際理解
【知識及び技能】
・世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が地理的環境から影響を受
けたり，影響を与えたりして多様性をもつ
ことや，地理的環境の変化によって変容す
ることなどについて理解する。世界の人々
の特色ある生活文化を基に，自他の文化を
尊重し国際理解を図ることの重要性などに
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界の人々の生活文化について，その生
活文化が見られる場所の特徴や自然及び社
会的条件との関わりなどに着目して，主題
を設定し，多様性や変容の要因などを多面
的・多角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・生活文化の多様性と国際理解について，
よりよい社会の実現を視野にそこで見られ
る課題を主体的に追究，解決しようとする
態度を養う。

・指導事項
第２部　国際理解と国際協力
第１章　生活文化の多様性と国際理
解
４節　歴史的背景と人々の生活
５節　世界の産業と人々の生活

・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・世界の人々の特色ある生活文化を基に，
人々の生活文化が地理的環境から影響を受け
たり，影響を与えたりして多様性をもつこと
や，地理的環境の変化によって変容すること
などについて理解している。
【思考・判断・表現】
・世界の人々の生活文化について，その生活
文化がみられる場所の特徴や自然及び社会的
条件との関わりなどに着目して，主題を設定
し，多様性や変容の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生活文化の多様性と国際理解について，よ
りよい社会の実現を視野にそこでみられる課
題を主体的に追究，解決しようとしている。

〇 〇 〇 13

定期考査

12

1

D単元
第２部　国際理解と国際協力
第２章　地球課題と国際協力
【知識及び技能】
・世界各地で見られる地球環境問題，資
源・エネルギー問題，人口・食料問題及び
居住・都市問題などを基に，地球的課題の
各地で共通する傾向性や課題相互の関連性
などについて大観し理解する。世界各地で
見られる地球環境問題，資源・エネルギー
問題，人口・食料問題及び居住・都市問題
などを基に，地球的課題の解決には持続可
能な社会の実現を目指した各国の取り組み
や国際協力が必要であることなどについて
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・世界各地で見られる地球環境問題，資
源・エネルギー問題，人口・食料問題及び
居住・都市問題などの地球的課題につい
て，地域の結び付きや持続可能な社会づく
りなどに着目して，主題を設定し，現状や
要因，解決の方向性などを多面的・多角的
に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・地球的課題と国際協力について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで見られる課題
を主体的に追究，解決しようとする態度を
養う。

・指導事項
第２部　国際理解と国際協力
第２章　地球課題と国際協力
１節　複雑に絡み合う地球的課題
２節　地球環境問題
３節　資源・エネルギー問題
４節　人口問題
５節　食糧問題
６節　都市・居住問題
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・世界各地でみられる地球環境問題，資源・
エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・
都市問題などを基に，地球的課題の各地で共
通する傾向性や課題相互の関連性などについ
て大観し理解している。世界各地でみられる
地球環境問題，資源・エネルギー問題，人
口・食料問題及び居住・都市問題などを基
に，地球的課題の解決には持続可能な社会の
実現を目指した各国の取り組みや国際協力が
必要であることなどについて理解している。
【思考・判断・表現】
・世界各地でみられる地球環境問題，資源・
エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・
都市問題などの地球的課題について，地域の
結び付きや持続可能な社会づくりなどに着目
して，主題を設定し，現状や要因，解決の方
向性などを多面的・多角的に考察し，表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・地球的課題と国際協力について，よりよい
社会の実現を視野にそこでみられる課題を主
体的に追究，解決しようとしている。

〇 〇 〇

定期考査 〇 〇



合計

70

〇 16

定期考査

３
学
期

E単元
第３部　持続可能な地域づくりと私たち
【知識及び技能】
・我が国をはじめ世界で見られる自然災害
や生徒の生活圏で見られる自然災害を基
に，地域の自然環境の特色と自然災害への
備えや対応との関わりとともに，自然災害
の規模や頻度，地域性を踏まえた備えや対
応の重要性などについて理解する。さまざ
まな自然災害に対応したハザードマップや
新旧地形図をはじめとする各種の地理情報
について，その情報を収集し，読み取り，
まとめる地理的技能を身に付ける。
・生活圏の調査を基に，地理的な課題の解
決に向けた取り組みや探究する手法などに
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・地域性を踏まえた防災について，自然及
び社会的条件との関わり，地域の共通点や
差異，持続可能な地域づくりなどに着目し
て，主題を設定し，自然災害への備えや対
応などを多面的・多角的に考察し，表現す
る。
・生活圏の地理的な課題について，生活圏
内や生活圏外との結び付き，地域の成り立
ちや変容，持続可能な地域づくりなどに着
目して，主題を設定し，課題解決に求めら
れる取り組みなどを多面的・多角的に考
察，構想し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・自然環境と防災について，よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる課題を主体
的に追究，解決しようとする態度を養う。
・生活圏の調査と地域の展望について，よ
りよい社会の実現を視野にそこで見られる
課題を主体的に追究，解決しようとする態
度を養う。

・指導事項
第３部　持続可能な地域づくりと私
たち
第１章　自然環境と防災
１節　日本の自然環境
２節　地震・津波と防災
３節　火山災害と防災
４節　気象災害と防災
５節　自然災害への備え
第２章　生活圏の調査と地域の展望
１節　生活圏の調査と地域の展望
・教材
　教科書
　ワークシート
　パワーポイント掲示資料
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・我が国をはじめ世界でみられる自然災害や
生徒の生活圏でみられる自然災害を基に，地
域の自然環境の特色と自然災害への備えや対
応との関わりとともに，自然災害の規模や頻
度，地域性を踏まえた備えや対応の重要性な
どについて理解している。さまざまな自然災
害に対応したハザードマップや新旧地形図を
はじめとする各種の地理情報について，その
情報を収集し，読み取り，まとめる地理的技
能を身に付けている。
生活圏の調査を基に，地理的な課題の解決に
向けた取り組みや探究する手法などについて
理解している。
【思考・判断・表現】
・地域性を踏まえた防災について，自然及び
社会的条件との関わり，地域の共通点や差
異，持続可能な地域づくりなどに着目して，
主題を設定し，自然災害への備えや対応など
を多面的・多角的に考察し，表現している。
・生活圏の地理的な課題について，生活圏内
や生活圏外との結び付き，地域の成り立ちや
変容，持続可能な地域づくりなどに着目し
て，主題を設定し，課題解決に求められる取
り組みなどを多面的・多角的に考察，構想
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自然環境と防災について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主体的に
追究，解決しようとしている。
・生活圏の調査と地域の展望について，より
よい社会の実現を視野にそこでみられる課題
を主体的に追究，解決しようとしている。

〇　 〇

〇 〇 1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

保健体育 体育
保健体育 体育 3

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

天野・中田

新高等保健体育（大修館）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 運動や健康について自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽
しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を
豊かに継続することができるようにするため、運
動の多様性や体力の必要性について理解するとと
もに、それらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題
を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に
取り組む、互いに協力する、自己の責任を果た
す、参画する、一人一人の違いを大切にしようと
するなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を
確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ
態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・指導事項
男子：ハードル走、
ジャベリックスロー
女子：ハードル走、
ジャベリックスロー

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を
解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、競技会の仕方などを理解する
とともに、各種目特有の技能を身に付けてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗
などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大
切にしようとすること、役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や朝鮮を大切にしよ
うとすることなどや、健康・安全を確保する
ことができる。

○ ○ ○ 7

配当
時数

１
学
期

A　体つくり運動
【知識及び技能】
・体つくり運動の行い方、体力の構成要素、
実生活への取り入れ方などを理解できるよう
にする。

【思考力、判断力、表現力等】
・自己の体力や生活に応じた継続的な運動の
計画を立て、実生活に役立てる力を養う。
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組むととも
に、互いに助け合い高め合おうとすること、
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、合意形成に貢献しようとす
ることなどや、健康・安全を確保しようとす
る態度を養う。

・指導事項
体ほぐしの運動
補強運動
新体力テスト

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

A　体つくり運動
【知識及び技能】
・体つくり運動の行い方、体力の構成要素、
実生活への取り入れ方などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・自己の体力や生活に応じた継続的な運動の
計画を立て、実生活に役立てることができ
る。
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・体つくり運動に主体的に取り組むととも
に、互いに助け合い高め合おうとすること、
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、合意形成に貢献しようとす
ることなどや、健康・安全を確保しようとし
ている。

○ ○ ○ 6

C　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を
解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、競技会の仕方などを理解する
とともに、各種目特有の技能を身に付けるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝
敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを
大切にしようとすること、役割を積極的に引
き受け自己の責任を果たそうとすること、一
人一人の違いに応じた課題や朝鮮を大切にし
ようとすることなどや、健康・安全を確保し
ようとする態度を養う。



１
学
期

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、合意形
成に貢献しようとすること、一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い高め合おうとすることな
どや、健康・安全を確保しようとする態度を
養う。

・指導事項
男子：バドミントン
女子：バドミントン

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、合意形
成に貢献しようとすること、一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い高め合おうとすることな
どや、健康・安全を確保することができる。

○ ○

D　水泳
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を
解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、競技会の仕方などを理解する
とともに、自己に適した泳法の効率を高めて
泳ぐ力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗な
どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切
にしようとすること、役割を積極的に引き受
け自己の責任を果たそうとすること、一人一
人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよう
とすることなどや、水泳の事故防止に関する
心得を遵守するなど健康・安全を確保しよう
とする態度を養う。

・指導事項
クロール、平泳ぎ

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を
解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、競技会の仕方などを理解する
とともに、自己に適した泳法の効率を高めて
泳ぐことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗な
どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切
にしようとすること、役割を積極的に引き受
け自己の責任を果たそうとすること、一人一
人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよう
とすることなどや、水泳の事故防止に関する
心得を遵守するなど健康・安全を確保するこ
とができる。

○ ○

○ 7

B　器械運動
【知識及び技能】
・技がよりよくできたり自己や仲間の課題を
解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを
味わい、技の名称や行い方、体力の高め方、
課題解決の方法、発表の仕方などを理解する
とともに、自己に適した技で演技する力を養
う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・器械運動に主体的に取り組むとともに、よ
い演技を讃えようとすること、互いに助け合
い高め合おうとすること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、健康・安全を確保しようとする態度
を養う。

・指導事項
柔道

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・技がよりよくできたり自己や仲間の課題を
解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを
味わい、技の名称や行い方、体力の高め方、
課題解決の方法、発表の仕方などを理解する
とともに、自己に適した技で演技することが
できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・器械運動に主体的に取り組むとともに、よ
い演技を讃えようとすること、互いに助け合
い高め合おうとすること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などや、健康・安全を確保しようとすること
ができる。

○ ○ ○ 7

○ 4

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、理解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、課題を発見し、よりよい解決に向けて
思考し判断するとともに、他者に伝える力を
養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いての学習に主体的に取り組む態度を養う。

・指導事項
スポーツの発祥と発展

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用
等

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、課題を発見し、よりよい解決に向けて
思考し判断するとともに、他者に伝えること
ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いての学習に主体的に取り組むことができ
る。

○ ○ ○ 2



2
学
期

D　水泳
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を
解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、競技会の仕方などを理解する
とともに、自己に適した泳法の効率を高めて
泳ぐ力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗な
どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切
にしようとすること、役割を積極的に引き受
け自己の責任を果たそうとすること、一人一
人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよう
とすることなどや、水泳の事故防止に関する
心得を遵守するなど健康・安全を確保しよう
とする態度を養う。

・指導事項
クロール、平泳ぎ

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を
解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、競技会の仕方などを理解する
とともに、自己に適した泳法の効率を高めて
泳ぐことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗な
どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切
にしようとすること、役割を積極的に引き受
け自己の責任を果たそうとすること、一人一
人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよう
とすることなどや、水泳の事故防止に関する
心得を遵守するなど健康・安全を確保するこ
とができる。

○ ○

F　武道
【知識及び技能】
・勝敗を競ったり自己や仲間の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古
の仕方、体力の高め方、課題解決の方法、試
合の仕方などを理解するとともに、得意技な
どを用いた攻防を展開する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・武道に主体的に取り組むとともに、相手を
尊重し、礼法などの伝統的な行動の仕方を大
切にしようとすること、役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどや、健康・安全を確保しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
柔道

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったり自己や仲間の課題を解決し
たりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古
の仕方、体力の高め方、課題解決の方法、試
合の仕方などを理解するとともに、得意技な
どを用いた攻防を展開することができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・武道に主体的に取り組むとともに、相手を
尊重し、礼法などの伝統的な行動の仕方を大
切にしようとすること、役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどや、健康・安全を確保する
ことができる。

○ ○

○ 10

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、合意形
成に貢献しようとすること、一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い高め合おうとすることな
どや、健康・安全を確保しようとする態度を
養う。

・指導事項
男子：バスケットボー
ル、ソフトボール
女子：バスケットボー
ル、卓球

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、合意形
成に貢献しようとすること、一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い高め合おうとすることな
どや、健康・安全を確保することができる。

○ ○ ○ 20

○ 10

C　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を
解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、競技会の仕方などを理解する
とともに、各種目特有の技能を身に付けるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝
敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを
大切にしようとすること、役割を積極的に引
き受け自己の責任を果たそうとすること、一
人一人の違いに応じた課題や朝鮮を大切にし
ようとすることなどや、健康・安全を確保し
ようとする態度を養う。

・指導事項
長距離走

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を
解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、競技会の仕方などを理解する
とともに、各種目特有の技能を身に付けてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗
などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大
切にしようとすること、役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や朝鮮を大切にしよ
うとすることなどや、健康・安全を確保する
ことができる。

○ ○ ○ 6



○ 2

○

合計
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○ 2

3
学
期

E　球技
【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開する力を養う。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、合意形
成に貢献しようとすること、一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い高め合おうとすることな
どや、健康・安全を確保しようとする態度を
養う。

・指導事項
バドミントン

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・勝敗を競ったりチームや事故の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・球技に主体的に取り組むとともに、フェア
なプレイを大切にしようとすること、合意形
成に貢献しようとすること、一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い高め合おうとすることな
どや、健康・安全を確保することができる。

○ ○ ○ 12

2
学
期

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、理解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、課題を発見し、よりよい解決に向けて
思考し判断するとともに、他者に伝える力を
養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いての学習に主体的に取り組む態度を養う。

・指導事項
運動・スポーツの学び
方

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用
等

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、課題を発見し、よりよい解決に向けて
思考し判断するとともに、他者に伝えること
ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いての学習に主体的に取り組むことができ
る。

○ ○

10

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、理解できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、課題を発見し、よりよい解決に向けて
思考し判断するとともに、他者に伝える力を
養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いての学習に主体的に取り組む態度を養う。

・指導事項
豊かなスポーツライフ
の設計

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用
等

H　体育理論
【知識及び技能】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、理解できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いて、課題を発見し、よりよい解決に向けて
思考し判断するとともに、他者に伝えること
ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展、運動やスポーツの効果的な学習の仕
方、豊かなスポーツライフの設計の仕方につ
いての学習に主体的に取り組むことができ
る。

C　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を
解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、競技会の仕方などを理解する
とともに、各種目特有の技能を身に付けるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝
敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを
大切にしようとすること、役割を積極的に引
き受け自己の責任を果たそうとすること、一
人一人の違いに応じた課題や朝鮮を大切にし
ようとすることなどや、健康・安全を確保し
ようとする態度を養う。

・指導事項
長距離走

・教材
教科書、プリント、各
用具

・一人1台端末の活用
等

【知識及び技能】
・記録の向上や競争及び自己や仲間の課題を
解決するなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、競技会の仕方などを理解する
とともに、各種目特有の技能を身に付けてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗
などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大
切にしようとすること、役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や朝鮮を大切にしよ
うとすることなどや、健康・安全を確保する
ことができる。

○ ○

○ ○
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 科目
科　目： 単位数： 単位

1 学年 A 組～ B 組

の目標：教科 保健体育

年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科

対象学年組：第

教科担当者： 田中

使用教科書： （新高等保健体育（大修館））

保健体育 保健
教　科： 保健体育 保健 1

【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身
に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
運動や健康について自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

科目 保健 の目標：

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを
支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活
力ある生活を営む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

配当
時数

１
学
期

一単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他や
社会の課題を発見し、その解決を目
指した活動を通して、現代社会と健
康について理解を深めさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会と健康について、課題を
発見し、健康や安全に関する概念に
着目して解決の方法を思考し判断す
るとともに、それらを表現する力を
育む。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し、明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

・指導事項
日本における健康課題の変遷
健康の考え方と成り立ち
ヘルスプロモーションと健康に関わる
環境づくり
健康に関する意思決定・行動選択
生活習慣病の予防と回復
身体活動・運動と健康
食事と健康
休養・睡眠と健康

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他や社会の課題
を発見し、その解決を目指した活動を通して、
現代社会と健康について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会と健康について、課題を発見し、健
康や安全に関する概念に着目して解決の方法を
思考し判断するとともに、それらを表現するこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを
支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力
ある生活を営むことができる。 〇 ○ ○ 12

定期考査
○ ○

２
学
期

一単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他や
社会の課題を発見し、その解決を目
指した活動を通して、現代社会と健
康について理解を深めさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会と健康について、課題を
発見し、健康や安全に関する概念に
着目して解決の方法を思考し判断す
るとともに、それらを表現する力を
育む。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し、明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

・指導事項
現代における感染症の問題
感染症の予防
性感染症・エイズとその予防
がんの予防と回復
喫煙と健康
飲酒と健康
薬物乱用と健康
精神疾患の特徴
精神疾患への対応

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用　等

一単元　現代社会と健康
【知識及び技能】
・現代社会と健康について、自他や社会の課題
を発見し、その解決を目指した活動を通して、
現代社会と健康について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
・現代社会と健康について、課題を発見し、健
康や安全に関する概念に着目して解決の方法を
思考し判断するとともに、それらを表現するこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを
支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力
ある生活を営むことができる。

○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1

○



３
学
期

二単元　安全な社会生活
【知識及び技能】
・安全な社会生活について、自他や
社会の課題を発見し、その解決を目
指した活動を通して、安全な社会生
活について理解を深めさせるととも
に、応急手当を適切にする力を養
う。

【思考力、判断力、表現力等】
・安全な社会生活について、安全に
関する原則や概念に着目して危険の
予測やその回避の方法を考え、それ
らを表現する力を育む。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目指
し、明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。

・指導事項
事故の現状と発生要因
交通事故防止の取り組み
安全な社会の形成
応急手当の意義と救急医療体制
心肺蘇生法
日常的な応急手当

・教材
教科書、プリント

・一人1台端末の活用　等

【知識及び技能】
・安全な社会生活について、自他や社会の課題
を発見し、その解決を目指した活動を通して、
安全な社会生活について理解するとともに、応
急手当を適切にすることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・安全な社会生活について、安全に関する原則
や概念に着目して危険の予測やその回避の方法
を考え、それらを表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを
支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力
ある生活を営むことができる。

〇 ○ 7

定期考査
○ ○ 1

○

合計

35



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

教育出版　Tutti＋

芸術

・芸術的構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び芸術の多様性などについて理解を深めている。
・創意工夫などを生かした表現をするために必要な技能を身に付け、表現している。

【 知　識　及　び　技　能 】

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科

・芸術を作り上げる要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感
受したこととの関わりについて考え、どのように表すかについて表現意図をもったり、芸術を評価しな
がらよさや美しさを味わっている。

・芸術と豊かに関わり主体的、協働的に表現し学習活動に取り組もうとしている。

（A組α：白鳥） （A組β：白鳥） （B組α：白鳥） （B組β：白鳥） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・曲想や音楽の構造や文化的・歴史的背景など
との関わり及び音楽の多様性などについて理解
を深めている。
・創意工夫などを生かした音楽表現をするため
に必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作な
どで表している。

・音楽を形作っている要素や要素同士の関連
を知覚し、それらの働きを感受しながら、知
覚したことと感受したこととの関わりについ
て考え、どのように表すかについて表現意図
をもったり、音楽を評価しながらよさや美し
さを味わって聴いたりしている。

・音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体的、
協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もう
としている。

○

【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的
背景との関わり、言葉の特性と曲種に応じた
発声との関わり、伊豆大島の伝統と特徴につ
いて理解している。
・曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の
使い方などの技能を身に付け、歌唱で表して
いる。

【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ
ア、強弱、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるとともに、曲や演奏
に対する評価とその根拠、音楽表現について
考えて聴き、どのように歌唱するかについて
表現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・音楽から多様性を捉えること、音楽表現を
考えることに関心をもち、主体的・協働的に
歌唱や鑑賞の学習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 8

知 思 態

配
当
時
数

○

〇

【知識・技能】
・音の連なりや重なりによる響き、音階や音型
などの特徴について、表したいイメージと関わ
らせて理解している。
・反復、変化、対照などの手法を活用して音楽
をつくる技能を身に付け、創作で表している。

【思考・判断・表現】
・リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、
構成を知覚し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関わりについ
て考え、どのように音楽をつくるかについて表
現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・形式や構成を工夫しながら創作することに関
心をもち、主体的・協働的に創作の学習活動に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇 12

〇 〇 〇 1

『楽典～音楽の構成要素～』
【知識及び技能】
・楽典に関する基本的な概念を理
解できるようにする。
・音楽を形作る構成要素を適切に
用いて創作で表すことができるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・構成要素との関わり合いの考え
を用いて音楽をどう作るかについ
て考察し、多面的に捉えたり目的
に応じて適切に対応したりする力
を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・構成要素との関わり合いの考え
を用いて考察するよさを認識し、
それらを活用しようとしたり、粘
り強く考え音楽的論拠に基づき判
断しようとする創造性の基礎を養
う。
・学習活動を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりする態
度を養う。

・教科書

〇 〇 〇

実技テスト ・一人ずつ、歌唱の技量と歌詞の
把握度合いを確かめる。待機中は
楽典の確認プリントを行う。 ○

１
学
期

『都立大島海洋国際高校の校歌を
知ろう』
【知識及び技能】
・歌詞の内容を理解するととも
に、都立大島海洋国際高校の校歌
を歌えるようにする。
・音楽を形作る構成要素を適切に
用いて歌唱できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・歌唱する際に、既に学習した曲
にふさわしい発声、言葉の発音、
身体の使い方に関連付けて、多面
的に捉えたり目的に応じて適切に
対応したりする力を養う。
・音楽を形作る構成要素や音楽表
現を伊豆大島の伝統と特徴に紐づ
けて考察することができるように
する。

【学びに向かう力、人間性等】
・音楽表現の考えを用いて考察す
るよさを認識し、それらを活用し
ようとしたり、粘り強く考え音楽
的論拠に基づき判断しようとした
りする態度を養う。
・学習活動を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりする態
度を養う。

・教科書
・校歌譜面

○



〇

【知識・技能】
・音の連なりや重なりによる響き、音階や音型
などの特徴について、表したいイメージと関わ
らせて理解している。
・反復、変化、対照などの手法を活用して音楽
をつくる技能を身に付け、創作で表している。

【思考・判断・表現】
・リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、
構成を知覚し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関わりについ
て考え、どのように音楽をつくるかについて表
現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・形式や構成を工夫しながら創作することに関
心をもち、主体的・協働的に創作の学習活動に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇 12

『楽典～音楽の構成要素～』
【知識及び技能】
・楽典に関する基本的な概念を理
解できるようにする。
・音楽を形作る構成要素を適切に
用いて創作で表すことができるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・構成要素との関わり合いの考え
を用いて音楽をどう作るかについ
て考察し、多面的に捉えたり目的
に応じて適切に対応したりする力
を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・構成要素との関わり合いの考え
を用いて考察するよさを認識し、
それらを活用しようとしたり、粘
り強く考え音楽的論拠に基づき判
断しようとする創造性の基礎を養
う。
・学習活動を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりする態
度を養う。

・教科書

〇 〇 〇

〇 〇 1
定期考査

１
学
期



12

『日本伝統音楽、日本伝統楽器に
触れよう』
【知識及び技能】
・日本の伝統音楽、楽器を理解す
るとともに、適切に演奏できるよ
うにする。
・日本伝統音楽が作られた歴史的
背景を音楽構造と照らし合わせ、
音楽の進化とその種類についてを
考え、自らの意見を持つことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・演奏する際に、既に学習した曲
に正しい使い方を関連付けて、多
面的に捉えたり目的に応じて適切
に対応したりする力を養う。
・音楽を形作る構成要素や音楽表
現を楽器の持つ独特な特徴とその
音色について考察することができ
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・音楽表現の考えを用いて考察す
るよさを認識し、それらを活用し
ようとしたり、粘り強く考え音楽
的論拠に基づき判断しようとした
りする態度を養う。
・学習活動を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりする態
度を養う。

【知識・技能】
・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ
りについて理解している。

【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ
ア、強弱、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え、どのように演奏する
かについて表現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・ギターの奏法を身に付けることや音楽表現
を創意工夫しながらアンサンブル活動をする
とともに関心をもち、主体的・協働的に器楽
の学習活動に取り組もうとしている。

○ ○

２
学
期

『ギターを弾こう』
【知識及び技能】
・タブラチュア譜を理解するとと
もに、与えられた課題を適切に弾
けるようにする。
・音楽を形作る構成要素を適切に
用いて演奏できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・演奏する際に、既に学習した曲
に正しい弾き方を関連付けて、多
面的に捉えたり目的に応じて適切
に対応したりする力を養う。
・音楽を形作る構成要素や音楽表
現を楽器の持つ独特な特徴とその
音色について考察することができ
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・音楽表現の考えを用いて考察す
るよさを認識し、それらを活用し
ようとしたり、粘り強く考え音楽
的論拠に基づき判断しようとした
りする態度を養う。
・学習活動を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりする態
度を養う。

・教科書
・課題(譜面)

○ ○

○ 13

・教科書
・プリント

○ ○ ○

【知識・技能】
・曲想と楽器の音色や奏法との関わり、音楽
の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との
関わり、我が国や郷土の伝統音楽の種類とそ
れぞれの特徴について理解している。
・曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの
技能を身に付け、器楽で表している。

【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ
ア、強弱、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるとともに、曲や演奏
に対する評価とその根拠、音楽表現の共通性
や固有性について考えて聴き、どのように演
奏するかについて表現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・日本の楽器の奏法を学び、音色や奏法の特
徴を感じ取ること、諸民族の楽器と日本の楽
器との比較を通して音楽表現や音楽文化の固
有性、共通性を考えることに関心をもち、主
体的・協働的に器楽や鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○

○



２
学
期

実技テスト ・一人ずつ、器楽の技量と音楽の
構成要素の把握度合いを確かめ
る。待機中は楽典の確認プリント
を行う。

○ 10

定期考査
○ ○ 1

『音楽史～クラシックとポップス
～』
【知識及び技能】
・音楽が作られた時代や作曲者の
違いに関する基本的な概念を理解
できるようにする。
・音楽が作られた歴史的背景を音
楽構造と照らし合わせ、音楽の進
化とその種類についてを考え、自
らの意見を持つことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・構成要素との関わり合いの考え
を用いて音楽をどう作るかについ
て考察し、多面的に捉えたり目的
に応じて適切に対応したりする力
を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・構成要素との関わり合いの考え
を用いて考察するよさを認識し、
それらを活用しようとしたり、粘
り強く考え音楽的論拠に基づき判
断しようとする創造性の基礎を養
う。
・学習活動を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりする態
度を養う。

・教科書

○

【知識・技能】
・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ
り、音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の
芸術との関わりについて理解している。

【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、知覚したことと感受した
こととの関わりについて考えるとともに、曲
や演奏に対する評価とその根拠や音楽表現の
共通性や固有性について考え、音楽のよさや
美しさを自ら味わって聴いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・時代や作曲者の違いによる音楽の特徴を感
じ取りながら曲や演奏について根拠をもって
批評することに関心をもち、主体的・協働的
に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

○ ○

３
学
期

『アンサンブル～みんなとTutti
～』
【知識及び技能】
・様々な音や音楽、音楽文化に触
れ、そのよさや美しさを味わいな
がら演奏できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・演奏する際に、今までに学習し
た「知識」に関連付けて、多面的
に捉えたり目的に応じて適切に対
応したりする力を養う。
・音楽を形作る構成要素や音楽表
現をその特徴に紐づけて考察する
ことができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・音楽表現の考えを用いて考察す
るよさを認識し、それらを活用し
ようとしたり、粘り強く考え音楽
的論拠に基づき判断しようとした
りする態度を養う。
・学習活動を振り返って考察を深
めたり、評価・改善したりする態
度を養う。

・教科書
・個別課題(譜面)

○ ○

合
計

12○ ○

【知識・技能】
・音楽Ⅰの1年間の学習における表現や鑑賞
の「知識」に関する諸事項について理解して
いる。
・音楽Ⅰの1年間の学習における技能に関す
る諸事項を身に付け、歌唱や器楽、創作で表
している。

【思考・判断・表現】
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチュ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え、歌唱や器楽、
創作表現としてどのように表すかについて表
現意図をもっている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・1年間の学習のまとめとしてコンサートを
企画実施することに関心をもち、主体的・協
働的に歌唱、器楽、鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。

○ ○ ○



３
学
期

合
計

70



年間授業計画　新様式例

高等学校令和６年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 2 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組 ～ B組

教科担当者： （A組β：浅沼翔太）

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ

（A組α：浅沼翔太） （B組α：浅沼翔太）（B組β：浅沼翔太）

・情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・効果的なコミュニケーションの実現，コンピュー
タやデータの活用について理解を深め技能を習得す
るとともに，情報社会と人との関わりについて理解
を深めるようにする．

・様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用する力を養う．

・情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報
社会に主体的に参画する態度を養う．

「新編 情報Ⅰ」（東京書籍）

「新編 情報Ⅰ 資料ノート」（東京書籍）

情報

・情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と
人との関わりについての理解を深めるようにする．

・様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を
養う。

態
配当
時数

１
学
期

１章　情報で問題を解決する
【知識及び技能】
　情報やメディアの特性を踏まえ，情報と情報技
術を活用して問題を発見・解決する方法を身に付
けるとともに，情報に関する法規や制度，情報セ
キュリティの重要性，情報社会における個人の責
任及び情報モラルについて理解し，情報技術が人
や社会に果たす役割と及ぼす影響について理解す
る．
【思考力、判断力、表現力等】
　目的や状況に応じて，情報と情報技術を適切か
つ効果的に活用して問題を発見・解決する方法に
ついて考えるとともに，情報に関する法規や制度
及びマナーの意義，情報社会において個人の果た
す役割や責任，情報モラルなどについて，それら
の背景を科学的に捉え，考察し，情報と情報技術
の適切かつ効果的な活用と望ましい情報社会の構
築について考察する．
【学びに向かう力、人間性等】
　情報社会との関わりについて考えながら，問題
の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を
活用し，自ら評価し改善するとともに，望ましい
情報社会の構築に寄与しようとしている．

1 情報とメディアの特性
2 問題解決の流れ
3 発想法
4 情報モラル
5 個人情報の流出
6 傷つかない傷つけないために
7 著作権
8 情報技術の発展
9 情報化と私たちの生活の変化
10 よりよい情報社会へ
(章末資料)
①産業財産権
②著作権の例外規定
③クリエイティブ・コモンズ
④インターネットと選挙
⑤ＩｏＴでつながる世界
⑥ディープラーニング(深層学習)

【知識・技能】
・情報やメディアの特性を理解し，情報をデジ
タル化して扱う利点と欠点について理解するこ
とができる．
・個人情報が特定される仕組みについて具体的
に理解することができる．
【思考・判断・表現】
・伝える情報に対して適切な表現メディアを判
断し，表現することができる．
・自分の個人情報をどこまでインターネット上
に公開できるか考え，グループやクラスで合意
形成できる案について考えることができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な問題について，問題解決のプロセスを
当てはめて，情報技術をどのように活用したら
よいかについて考えようとしている．
・特定される仕組みなど，具体的に情報の科学
的な理解をすることで，個人情報を適切に扱お
うとしている．

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

２章　情報を伝える
【知識及び技能】
　目的や状況に応じて受け手に分かりやすく情報
を伝える活動を通じ，情報の科学的な見方・考え
方を働かせて，メディアの特性やコミュニケー
ション手段の特徴について科学的に理解する．
【思考力、判断力、表現力等】
　効果的なコミュニケーションを行うための情報
デザインの考え方や方法を身に付け，コンテンツ
を表現し，評価し改善する．
【学びに向かう力、人間性等】
　情報と情報技術を活用して効果的なコミュニ
ケーションを行おうとする態度，情報社会に主体
的に参画する態度を養う．

11 コミュニケーション手段の変
化
12 ネットコミュニケーションの
特徴
13 デジタルの世界へ
14 数値と文字のデジタル表現
15 音と画像のデジタル表現
16 色と動画のデジタル表現
17 目的に応じたデジタル化
18 情報デザイン
19 ユニバーサルデザイン
20 情報デザインの流れ
(章末資料)
①アラブの春
②クラウドファンディング
③集団による情報の創造
④ＱＲコード
⑤データ量の計算
⑥文字コードは世界をつなぐ
⑦ペルソナ手法

【知識・技能】
・デジタルとアナログの違いについて科学的な
根拠に基づいて理解している．
・音と画像と動画のデジタル化の方法について
科学的に深く理解している．
・情報デザインの方法について理解している．
【思考・判断・表現】
・情報をデジタル化して扱っている具体的な場
面を例として取り上げて，その場面について考
えている．
・色や光の三原色を調整して，コンピュータで
色を表現し，その方法を科学的に考えることが
できる．
・情報を可視化して表現することができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・コンピュータで数値や文字をデジタル化する
方法について興味を持とうとしている．
・標本化の精度と量子化のレベルについて科学
的に深く興味を持とうとしている．
・学校のWebサイトの階層構造について調べよ
うとしている．

○ ○ ○ 15

中間考査
○ ○

1
期末考査

○ ○



○ ○ 1

２
学
期

３章　コンピュータを活用する
【知識及び技能】
　アルゴリズムを表現する手段，プログラミング
によってコンピュータや情報通信ネットワークを
活用する方法について理解し技能を身に付けると
ともに，社会や自然などにおける事象をモデル化
する方法，シミュレーションを通してモデルを評
価し改善する方法について理解する．
【思考力、判断力、表現力等】
　目的に応じたアルゴリズムを考え適切な方法で
表現し，プログラミングによりコンピュータや情
報通信ネットワークを活用し，その過程を評価し
改善するとともに，目的に応じたモデル化やシ
ミュレーションを適切に行い，その結果を踏まえ
て問題の適切な解決方法を考える．
【学びに向かう力、人間性等】
　プログラミングやシミュレーションによって問
題を発見・解決する活動を通して，問題解決にコ
ンピュータを積極的に活用しようとする態度，結
果を振り返って改善しようとする態度，生活の中
で使われているプログラムを見いだして改善する
ことなどを通じて情報社会に主体的に参画しよう
とする．

21 コンピュータとは何か
22 ソフトウェアの仕組み
23 演算の仕組みとコンピュータ
の限界
24 アルゴリズムの表現
25 プログラムの基本構造１
26 プログラムの基本構造２
27 発展的なプログラム１
28 発展的なプログラム２
29 モデル化とシミュレーション
30 シミュレーションの活用
(章末資料)
①ＣＰＵとメモリ
②ＣＰＵの処理能力
③２進法の足し算回路
④チューリングテスト
⑤完全自動運転を目指して

【知識・技能】
・コンピュータの仕組みについて科学的に深く
理解している．
・さまざまなアルゴリズムを表現する方法につ
いて理解している．
・分岐構造や反復構造を理解し，プログラミン
グの技能を身に付けている．
・モデル化とシミュレーションに関する技能を
身に付けている．
【思考・判断・表現】
・身の回りにあるコンピュータが入っている製
品について，その仕組みを含めて深く考えるこ
とができる．
・問題解決の手順を考えて，効率のよいアルゴ
リズムで表現することができる．
・効率のよいプログラムについて考え，表現す
ることができる．
・モデルを使ったシミュレーションについて表
現することができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・コンピュータの仕組みに興味を持ち，身の回
りのコンピュータと関連付けようとしている．
・効率のよいアルゴリズムについて考えようと
している．
・実際の問題を解決するためにモデル化とシ
ミュレーションをしようとしている．

○ ○ ○ 15

中間考査

３
学
期

５章　活動して提案する
【知識及び技能】
　効果的なコミュニケーションの実現，コン
ピュータやデータの活用について理解を深め技能
を習得するとともに，情報社会と人との関わりに
ついて理解を深めるようにする．
【思考力、判断力、表現力等】
　様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用する力を養う．
【学びに向かう力、人間性等】
　情報と情報技術を適切に活用するとともに，情
報社会に主体的に参画する態度を養う．

41 アイディアの大量生産
42 検索のコツ
43 職業人インタビュー
44 作ろう！マイルール
45 言葉で図形を伝達
46 光の三原色体験
47 データ量の見積もり
48 ピクトグラム
49 図解表現
50 Webニュースページ
51 映像制作
52 気まぐれＡＩ
53 お知らせセンサ
54 プログラムで動きを再現
55 シミュレーション
56 Myお天気キャスター
57 パケット通信の体験
58 データの分析
59 コンビニデータベース
60 クラスの実態調査
(章末資料)
①文字の読みやすさ
②色の識別性
③撮影するときの注意点
④キーワード検索のテクニック
⑤プレゼンテーション

【知識・技能】
・ブレーンストーミングによって意見を出す技
術があり，他の人もアイディアが出せるように
促すことができる．
・画像と文字コードのデータ量について，仕組
みを含めて深く理解することができる．
・データベースで大量のデータを効率よく操作
するために，プログラミングに関する技能を身
に付けている．
【思考・判断・表現】
・情報を構造化して関係性を考え，文章などに
表現することができる．
・さまざまな表現メディアのデータのサイズに
ついて考え，その特性を考えることができる．
・分析の視点を伝えることによって，データの
読み取り方と考えるための適切なアドバイスを
することができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・問題解決のために，データを収集して分析
し，結果を表現しながらその過程を振り返り，
次の問題解決に生かそうとしている．
・作成した作品を他の生徒に見せ合い，相互評
価をしようとしている．
・シミュレーション結果を他者と見せ合い，合
理的な問題解決ができているか相互評価をし，
その改善方法について考えて修正し，さまざま
な問題解決に活用しようとしている．

○ ○

10

期末考査
○ ○ 1

４章　データを活用する
【知識及び技能】
　データを表現，蓄積するための表し方と，デー
タを収集，整理，分析する方法について理解し技
能を身に付ける．
【思考力、判断力、表現力等】
　データの収集，整理，分析及び結果の表現の方
法を適切に選択し，実行し，評価し改善する．
【学びに向かう力、人間性等】
　問題の発見・解決にデータを活用するために，
適切なデータの選択や，分析の仕方，解釈の仕方
について，粘り強く取り組み，試行錯誤を通じて
改善しようとしている．

31 ネットワークとインターネッ
ト
32 インターネットの仕組み
33 サーバとクライアント
34 インターネット上のサービス
35 情報セキュリティ
36 データの形式
37 データベースの活用
38 さまざまなデータモデル
39 データ分析の流れ
40 目的に合わせたデータの利用
(章末資料)
①ＩＰアドレスの種類
②ルートＤＮＳサーバ
③生体認証
④情報セキュリティポリシー
⑤フェイルセーフとフールプルー
フ
⑥予約システム

【知識・技能】
・データベースがどのように活用されているか
について理解している．
・データを収集して可視化するさまざまな技能
について身に付けている．
【思考・判断・表現】
・データの性質を適切に判断してアンケートに
表現し，結果に基づいた分析をしている．
・関係データモデルの利点について，仕組みを
基にして深く考えることができる．
・集めたデータに欠損値や外れ値が含まれてい
たらどのような結果になるか，どのように対応
したらよいかについて考えることができる．
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近にあるデータに興味を持ち，社会で活用
していこうとしている．
・蓄積したデータを活用し，データの集計，必
要な情報の検索，書き換えを効率よくしようと
している．

○ ○ ○

70

○ 15

学年末考査
○ ○ 1



週ごとの指導計画（単元指導計画）　新様式例

高等学校 令和6年度          教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

水産 水産海洋基礎

水産 水産海洋基礎 4

水産や海洋に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

職業人として必要な人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業
の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

水産海洋基礎

【 知　識　及　び　技　術 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技術】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

片桐、網谷、佐藤、小原、橋本、遠藤、佐々木、伊藤、鈴木、浜野、西山、白鳥

水産海洋基礎（海文堂）

水産

水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

水産業や海洋関連産業の国民生活における社
会的意義や役割などについて体系的・系統的
に理解するとともに、関連する技術を身に付
けるようにする。

水産業や海洋関連産業全体を広い視野で捉え
課題を発見し、水産業や海洋関連産業に関わ
る者として合理的かつ創造的に解決する力を
養う。

持続可能な水産業や海洋関連産業の構築を目
指して自ら学び、地域の振興や社会貢献に主
体的かつ合理的に取り組む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

 基礎実習
【知識及び技術】
水産業や海洋関連産業で必要な、
基礎的な技術を習得すること。
【思考力、判断力、表現力等】
海上での安全確保のための課題を
発見し、合理的かつ創造的に解決
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
海上を中心とする集団行動を通し
て自ら学び主体的かつ協働的に取
り組むこと。

・指導事項
基本教練

・教材
教科書、実習ファイル

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
水産業や海洋関連産業で必要な、基礎的な技
術を習得している。
【思考・判断・表現】
海上での安全確保のための課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
海上を中心とする集団行動を通して自ら学び
主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ 12

・指導事項
海洋実習（カッター）
結索

・教材
教科書、実習ファイル、端艇

・一人１台端末の活用　等

1

 基礎実習
【知識及び技術】
水産業や海洋関連産業で必要な、
基礎的な技術を習得すること。
【思考力、判断力、表現力等】
海上での安全確保のための課題を
発見し、合理的かつ創造的に解決
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
海上を中心とする集団行動を通し
て自ら学び主体的かつ協働的に取
り組むこと。

・指導事項
海洋実習（スキンダイビング）

・教材
教科書、実習ファイル、潜水機材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
水産業や海洋関連産業で必要な、基礎的な技
術を習得している。
【思考・判断・表現】
海上での安全確保のための課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
海上を中心とする集団行動を通して自ら学び
主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ 15

○ ○ 8

定期考査
○ ○

1

２
学
期

基礎実習
1学期のものと同じ

・指導事項
海洋実習（スキンダイビング）

・教材
教科書、実習ファイル、潜水機
材、実習船「大島丸」

・一人１台端末の活用　等

1学期のものと同じ

○ ○ 15

定期考査
○ ○



・指導事項
乗船実習

・教材
教科書、実習ファイル、実習船大
島丸

1学期のものと同じ

○ ○ 35

２
学
期

基礎実習
1学期のものと同じ

海のあらまし
【知識及び技術】
海と人間生活の関わりについて基
礎的な内容を理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
海と人間生活の関わりにおける課
題を発見し、合理的かつ創造的に
解決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
海と人間生活の関わりについて自
ら学び、主体的かつ創造的に取り
組むこと。

・指導事項
ア.日本の海、世界の海
イ.海と食生活・文化・社会
ウ.海と環境
エ.海と生物

・教材
教科書

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
海と人間生活の関わりについて基礎的な内容
を理解している。
【思考・判断・表現】
海と人間生活の関わりにおける課題を発見
し、合理的かつ創造的に解決しようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
海と人間生活の関わりについて自ら学び、主
体的かつ創造的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 25

1
定期考査

○ ○



・指導事項
水産・海洋生物の採集
水産・海洋生物の飼育
食品加工

・教材
教科書、実習ファイル、魚体、飼
育道具

1学期のものと同じ

○ ○ 11

３
学
期

水産業と海洋関連産業のあらまし
【知識及び技術】
我が国や地域の水産業と海洋関連
産業の概要、意義及び役割を、必
要な知識や技術などの学習内容と
関連付けて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
我が国や地域の水産業及び海洋関
連産業における課題を発見し、合
理的かつ創造的に解決すること。
【学びに向かう力、人間性等】
海、水産物及び船を活用した持続
可能で発展的な水産業や海洋関連
産業を実現するために、探求学習
などを通し自ら学び、様々な課題
解決に主体的かつ協働的に取り組
むこと。

・指導事項
ア.船と暮らし
イ.とる漁業・つくり育てる漁業
と資源管理
ウ.水産物の加工と流通
エ.我が国の水産業と海洋関連産
業

・教材
教科書

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
我が国や地域の水産業と海洋関連産業の概
要、意義及び役割を、必要な知識や技術など
の学習内容と関連付けて理解すること。
【思考・判断・表現】
我が国や地域の水産業及び海洋関連産業にお
ける課題を発見し、合理的かつ創造的に解決
すること。
【主体的に学習に取り組む態度】
海、水産物及び船を活用した持続可能で発展
的な水産業や海洋関連産業を実現するため
に、探求学習などを通し自ら学び、様々な課
題解決に主体的かつ協働的に取り組むこと。

○ ○ ○ 15

基礎実習
1学期のものと同じ

140

定期考査
○ ○

合計

1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科 科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組  ～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

35

〇 〇 9

２
学
期

【知識及び技能】
・私たちが暮らす大島の歴史，文化，風
土，自然，経済，社会について学習し，地
域社会への理解を深めるとともに，地域社
会に関する具体的な知識及び技能を身に付
けている．
【思考力、判断力、表現力等】
・大島の地域文化の多様性から学んだこと
をもとにしながら，地域社会の中に生きる
高校生として何ができるかについて考え，
表現することができる．
【学びに向かう力、人間性等】
・地域ボランティアを通して，大島の地域
文化や地域社会の環境問題に対して，興味
や関心を抱き，さまざまな課題に積極的に
関わろうとしている．

○「地域ボランティア」
・地域ボランティア事前学習(1)(2)
・地域ボランティア
・地域ボランティア事後学習(1)(2)(3)
・地域ボランティア 発表

○「百人一首大会」
・百人一首大会事前学習(1)(2)
・百人一首大会

【知識・技能】
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
・提出物
【思考・判断・表現】
・調べる力
・提出物
・面接
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み状況
・提出物
・面接

◆単元の具体的な指導目標に即した評価規準
については，別に定める．

○ ○

３
学
期

【知識及び技能】
・生涯にわたって社会生活に必要な知識及
び技能を身に付けている．
【思考力、判断力、表現力等】
・人間としての在り方生き方について，多
面的，総合的に考えたり表現したりするこ
とができている．
【学びに向かう力、人間性等】
・他者と接する態度，進んで学習に参加し
ようとする態度を身に付けている．

○「人間と社会」
・【第14章】自然と人間の関わり
・【第16章】文化の多様性
・【第17章】グローバル化が進展する社会
・【第18章】国際平和を築く

○まとめ
・１年間の「総合的な探究の時間」（人間と社
会）の学習やさまざまな体験活動等についての
振り返り

【知識・技能】
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
・提出物
【思考・判断・表現】
・調べる力
・提出物
・面接
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み状況
・提出物
・面接

◆単元の具体的な指導目標に即した評価規準
については，別に定める．

〇

○ ○ 13

○ 13

１
学
期

【知識及び技能】
・私たちが暮らす大島の歴史，文化，風
土，自然，経済，社会について学習し，地
域社会への理解を深めている．
【思考力、判断力、表現力等】
・大島の地域文化について考えるととも
に，大島の歴史，文化，風土、自然，経
済，社会について広く考えている．
【学びに向かう力、人間性等】
・大島の地域文化の多様性についての考察
をもとにしながら，自分がどのように考
え，どのように受け入れるべきかについて
議論している．

○「南部散策」
・南部散策事前学習(1)(2)(3)
・南部散策
　（「波浮の港を愛する会」と連携する）
・南部散策事後学習(1)(2)(3)
・南部散策 発表

○「進路オリエンテーション」
・進路オリエンテーション(1)(2)
・夏休みの宿題（オープンキャンパス）
・調べ学習

○「人間と社会」
・【はじめに】
・【序章】人間と社会～学習の視点～
・【第1章】人間関係を築く
・【第4章】役割と責任

【知識・技能】
・言葉の特徴や使い方
・情報の扱い方
・提出物
【思考・判断・表現】
・調べる力
・提出物
・面接
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み状況
・提出物
・面接

◆単元の具体的な指導目標に即した評価規準
については，別に定める．

○

予測できない社会の変化や新しい課題に対応
するため，主体的に自己や社会の課題を発見
し，解決に向けて必要な知識及び技能を身に
付ける．

社会的現実に照らし，よりよい生き方を選択するこ
とができるよう，自己と社会との関わりから課題を
見いだし，情報を集め，整理・分析して，多面的・
多角的に考察する力や，考察したことを効果的に説
明したり，それらを基に議論したりする力を養う．

演習や体験活動に主体的・協働的に取り組むこ
とによって，人間としての在り方生き方に対す
る自覚を深め，自己の生き方を充実させようと
する態度と，互いのよさを生かしながら、社会
の一員であることを自覚し，よりよい社会を実
現しようとする態度を養う．

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まと
め・表現することができるようにする．

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい社会を実
現しようとする態度を養う．

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（ A組：須賀、田鹿、大井、田中 ）（ B組：須賀、田鹿、久保、田中 ）

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」改訂版教科書（東京都教育委員会）

総合的な探究の時間
自己や社会への理解，地域との横断的な活動を通して自ら学び，自ら考え主体的に判断し，よりよく
問題を解決する資質・能力を育成する．

探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究の意
義や価値を理解するようにする．

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1


